


01Japan Dairy CouncilNo.598

中酪情報 No.598   2022.3

CONTENTS

02 RELAY COLUMN
酪農学園大学　農食環境学群　准教授

日向　貴久
国産飼料と子実用とうもろこし

04 SPECIAL REPORT

令和３年度指定団体等職員実務能力向
上研修会の概要

06 TOPICS-1

炭素の排出量削減に向けて
石油メジャーと大規模酪農企業が提携

07 TOPICS-2

令和３年度酪農教育ファーム認証研修
会の概要

08 TOPICS-3

放牧を中心とした持続可能な畜産物生
産に関する全国セミナー

10 INFORMATION

令和４年度の生乳需給安定化対策の決
定

12 SCHEDULE CALENDAR

指定団体及び中酪（4～5月）

14 DAIRY INFORMATION

用途別販売実績（1～2月分）
牛乳乳製品統計
乳製品需給・価格・輸入など統計

30 編集後記



02 Japan Dairy Council No.598

R
EL

AY
 C

O
LU

M
N

リレーコラム
国産飼料と子実用とうもろこし

１．当たり前にあったものがなくなる不便さ・不安
　先日、職場で急な停電が発生した。やっと雪解けの始まった３月初旬、16時すぎ
の出来事である。来客中であったがポットが使えないためお茶すら出せず、PCで書
きかけのメールは消えた。wi-fiも途絶え、事務部署に連絡を取ろうにも電話も使え
ない。日は傾き、あと１時間もすれば暗くなる。早々に家路に着いた。完全復旧し
たのは日を跨いでからのことだったらしい。日頃当たり前のように存在する生活必
需品が、突然なくなった時の不安と不便さを改めて思い知らされた。そう考えると、
電気を含むエネルギー資源もさることながら、やはり気になるのはわが国の食料自
給である。

２．酪農における自給率と国際的な穀物市場
　酪農では、わが国の飲用乳は国産率が100％である。しかし、最も重要な生産資
材である飼料に関しては、2020年のTDNベースで自給率は31.9％（農林水産省調べ）
である。乳牛に供給するカロリーの３分の２は輸入に頼っていることになる。同年
の純国内産飼料の自給割合に目を向けると、粗飼料は76％であるのに対して、濃厚
飼料は12％であることから、自給のカギは濃厚飼料にかかっていることがわかる。
言葉を換えれば、海外の気象的、政治的、経済的な状況変化は全て、わが国の飼料
供給に直結すると言える。
　ロシアによるウクライナへの侵攻は３月現在においても続いており、予断を許さ
ない状態である。農業関係者にはご存知の通り、両国は世界的にも穀物の大輸出国
であり、穀物市場への影響は計り知れない。国際的に流通される穀物としては小麦
が有名であろう。ロシアは生産量では世界３位（2021年、USDA調べ、以下同）で、
ウクライナは６位であり、両国合わせて15％弱のシェアである。一方で輸出となると、
両国のシェアは30％まで上昇する。
　同様の傾向は濃厚飼料の主な原料であるとうもろこしでも見られる。世界におけ
るとうもろこしの輸出のうち両国の割合は20％弱を占めており、紛争が長期化をす
ることで、価格上昇の長期化が余儀なくされる。事実、シカゴの先物取引でもとう
もろこしの価格は3月に入り一時1ブッシェル当たり7.5ドルを突破した（１ブッシェ
ル＝25.4kg）。これは、コーンベルトを中心としてアメリカで発生した2012年の旱魃
以来の水準である。2020年と21年の当初は４ドル前後だったことを考えると、値上
がりは著しい。飼料高を背景として、生乳生産費も近年上昇が続いている。
　とうもろこしは、年間およそ1,600万トンが輸入され、実にその半分が飼料用だが、
飼料だけではなくもちろん人間の食料にもなる。とうもろこし子実は、飼料用では
メイズと呼ばれるが、食用でも品種は同じデントコーンである。これらは、コーン
グリッツやコーンスターチなどにも加工され、特にデンプンから生成する異性化糖
は、清涼飲料水等の甘味資源として利用されている。直接口にする機会は少なくとも、
家畜の飼料のみならず日常の食生活には切っても切れない関係である。とうもろこ
しは世界の三大穀物であり、あらゆる国で食用・飼料用としての需要が大きい。そ
こで、市場のリスクをヘッジするためにも、国内でもとうもろこしの子実のみを生産、
利用する動きが加速している。

３．国内での子実用とうもろこし生産
　国内ではこれまで、イアコーンサイレージや飼料米といった、国産穀物の飼料利
用の取り組みが進んでいた。子実用とうもろこしは、デントコーンの収穫時に脱穀
まで行い、栄養分の集中する子実のみを利用して輸入のメイズに置き換えるもので
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ろこしの生産面での特徴は、何といっても作業が少なく、労働時間を抑えることが
できる点と言えよう。圃場での作業は、播種が終わってしまえば追肥もいらず、防
除の回数も少ない。筆者が子実用とうもろこし主産地である北海道の空知地方で行っ
た農家調査の結果によると、10a当たりの労働時間は技術研修等の圃場外作業も含め
て２時間を切っていた。これは水稲（14.0時間、2020年組織法人経営、以下同じ）は
もちろんのこと、水田作地帯での代表的な作物である小麦（3.9時間）や大豆（6.7時間）
の統計値よりも低い。今後、農業地帯では人口流出と高齢化から、１農家当たりの
経営耕地面積は増えていくことになろう。子実用とうもろこしは手のかからない作
物であることから、経営規模が拡大する局面での対応策となりうる。所得を労働時
間で割って算出する労働生産性は高い。また、単収は高い場合で1,000kg/10aを越え
る。水稲と比較しても面積当たりの生産力も高い作物である。

４．子実用とうもろこしへの支援と今後
　農林水産省も、水田活用の直接支払い交付金の中の「水田リノベーション事業」
で子実用とうもろこしを位置づけ、2022年度は10a当たり４万円を支給することとし
ている。また、栽培には収穫機や乾燥機などの新規投資がある程度必要となる場合
が多いことから、費用の半額を助成するといったメニューが提示されている。現在
のところ、子実用とうもろこしは水田転作地帯への適用が見込まれており、国の施
策としても水田利活用上の戦略作物としての位置づけが基本線となっていた。しか
し、今後のわが国での食料自給の必要性を考えると、子実用とうもろこしの取り組
みは国産輸入飼料生産への対策として水田利活用の政策から切り離して示すような、
大胆な姿勢が必要と筆者は考える。３月15日に行われた農林水産省の食料・農業・
政策審議会の企画部会では、2021年度食料・農業・農村白書の骨子案について、食
料安全保障の記述に関する複数の意見が挙がった。もはや、食料自給への準備は喫
緊の課題となっている。農産物は輸入すれば良く、自給することはそれほど重要で
はないと主張する人たちは、現在のように恒常的に価格が上がる状況を是とするの
であろうか。使い古された言葉ではあるが、他の商品はなくても何とかなるが、食
料がなくなれば人は命をつなぐことができない。自分たちで食料を確保することの
意義を、これを機にもう一度見つめなおす時が来ているように思える。

５．「転ばぬ先の杖」として
　冒頭の話に戻ると、先の停電騒ぎを踏まえて私の部屋では無停電装置を導入する
ことにした。停電が起きた場合でも、電力を一定時間供給してくれるため、ダメー
ジを最小限に食い止めてくれる機械である。結局のところ私の場合は、痛い目にあっ
て初めて対応策を講じた。これが「転ばぬ先の杖」であれば、停電の際の焦燥感や
不安は和らいだことであろう。転じて、食料の場合は、国内で大きな影響があって
からの対応では間違いなく手遅れである。実際に国際的に食料需給が逼迫すれば焦
燥感や不安では済まないだろう。また、現代の国際情勢は、想定していなかったこ
とが普通に起こってしまう世の中である。そうであれば、我々も「想定」のレベル
を引き上げなければならないのではないだろうか。確かに、お金さえ出せば世界か
らあらゆる商品は輸入できるかもしれない。ただ、昨今の原油価格の上昇は国内の
あらゆる消費者物価に確実に跳ね返り、消費者の生活をじりじりと確実に圧迫し始
めている。食料でも同じようなことが起こり、痛い目にあってからでは遅いのである。

酪農学園大学　農食環境学群　准教授
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められている。

（２）第２・３回研修会 
１）開催日：令和３年10月22日（金）・11月４日（木）
２）講　師：本会議職員
３）演　題：「酪農と生乳需給をめぐる情勢」
４）目　的：

　酪農家戸数、生乳生産量、牛乳乳製品消費量の推移
など、データを中心に酪農や生乳需給をめぐる情勢、
現在の酪農乳業産業の基本構造に係る基礎的な知識を
習得する。

５）要　点：
　わが国の生乳生産構造は大きく変化している。北海
道においては、酪農は主要な産業（農業産出額の約４
割）であるが、消費地から遠く生乳の輸送にコストが
かかるため、保存が利く乳製品向け生乳の主たる供給
地として発展し、大規模な乳製品工場が立地している。
一方、都府県は消費地に近いため、牛乳等向け生乳の
主たる供給地として発展してきた。
　生乳生産は夏に減少し冬に増加する傾向にあるが、
生乳需要は牛乳向けを中心に生産と相反する傾向にあ
る。その結果、冬から春先にかけては生乳生産が牛乳
需要を上回るため、保存性の高い脱脂粉乳、バター等
として処理される。また、牛乳の製造だけでは生乳需
給が不安定になるため、季節的な生乳需給のアンバラ
ンス等を調整する需給調整弁としても、乳製品の製造
は重要である。さらに、バターや脱脂粉乳の輸入を国
家貿易等により適切に管理することで、国内の生乳需
給を円滑に調整し、牛乳・乳製品の安定供給に寄与し
ている。
　最近の生乳需給は、生産が好調な一方、需要が減退
しており、全体として緩和傾向で推移している。この
ため、乳製品在庫量の増加や、生乳不需要期における
処理不可能乳の発生懸念が酪農乳業界の大きな課題と
なっている。なお、コロナ禍を契機とする生乳需給の
緩和やその影響は当面継続する可能性がある。このた
め、中央酪農会議においても、生乳生産者に需給状況
を周知するための資料の作成・提供を通じた対応や、
全国で協調した需給緩和への対応方向を協議・検討し
ている。

（３）第４回研修会 
１）開催日：令和３年11月24日（水）
２）講　師：農林水産省畜産局牛乳乳製品課　課長補佐

　大平真紀氏
３）演　題：「畜安法の概要と指定団体の役割」
４）目　的：

令和３年度指定団体等職員実務能力向上研修会の概要

１．経過と目的
　平成13（2001）年度の都道府県指定団体の広域化後、「畜
産経営の安定に関する法律」（畜安法）の改正による制
度改革や食品の安全性に係る法規制の強化がなされ、酪
農を取り巻く法制度や社会・経済環境は大きく変化して
いる。
　生乳生産者団体では、酪農の安定的な発展のため、自
らがこれらの制度改革や法規制強化に適切に対応してい
くとともに、生産現場に対しても情報提供等を含め的確
な対応を行っていくことが求められ、その役割はたいへ
ん重いものとなっている。
　こうした状況を踏まえ、本会議では、指定団体等職員
の実務能力向上を図るための研修会を引き続き開催する
こととした。今年度の研修は、指定団体制度など生乳流
通に関わる制度や仕組み、食品の安全安心に関する基礎
的な知識の習得を中心としながら、近年関心が高まって
いる持続可能な開発目標（SDGS）等も含んだ内容で実
施した。

２．研修内容
（１）第１回研修会 
１）開催日：令和３年10月８日（金）
２）講　師：日本協同組合連携機構（JCA） 代表理事専

務　比嘉政浩氏
３）演　題：「農業協同組合とは？」
４）目　的：

　指定生乳生産者団体は、農協法に基づく協同組合組
織でもある。そこで、協同組合組織の基礎的な概念を
学び、農協組織職員に対して求められる基本的な考え
方や仕事に対する姿勢を習得する。

５）要　点：
　農業協同組合は、農業者（組合員）のために事業を
行っても、例えば運送ロスを出せば組合員に貢献でき
ない。そこまで極端でなくても、仕事のやり方（ビジ
ネスモデル）が効果的・効率的でなければ、組合員の
期待には応えらない。
　そこで、農業協同組合の職員に求められることは、
①所属する各組織でも具体的に示されている使命を自
覚・意識すること、②この使命を実践するために、使
命と経済性が両立するビジネスモデルを生み出す（改
革する）こと、これを磨く（改善する）ことである。
　社会性と経済性の両立を重んじ、二面性を語るのは
日本社会の伝統である。「お金儲けは上手だがそれだ
けの人」、「社会的な意義は語れるがビジネス上の力が
ない人」は尊敬されない。したがって、農協組織職員
としては自らが担っている仕事の社会的意義を自覚
し、かつビジネスとして成り立たせていく人こそが求

　本会議は、令和３年10月から同４年２月までの間、「指定団体等職員の実務能力向上を図るための研修会」を計
10回にわたり開催（WEB開催）した。同研修会には、本会議会員の指定団体および全国連から12名の職員が参
加した。ここでは、その概要を紹介する。
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　畜安法の概要と、同法に基づく指定団体の役割、同
法に基づく各種通知（集送乳の合理化の推進について）
の内容等に係る知識を習得する。

５）要　点
　平成27（2015）年に局長通知が発出され、１県１団
体化や集送乳合理化について、令和２年度を目標年度
とする５カ年計画が取り組まれてきた。
　酪農家戸数が減少している状況を踏まえ、農協組織
の再編を進めてきたものの、組織再編を図ろうとして
も、専門農協と総合農協が混在し、現実的に組織再編
が行き詰っている地域が多い。依然として、生乳販売
事業は多層構造（単協、県連、生乳販連の３段階等）
である。
　また、酪農家の経営規模の拡大が進み、農協以外の
事業者が多様なサービスの提供を⾏っている中、生乳
販売事業のみ農協を利⽤したいなど、酪農家によって
農協に求めるサービスが⼀様でなくなっている。
　このため、指定団体への生乳受託販売業務の一元化

（機能統合）に重点を置いた姿を示し、より一層の生
乳流通体制の合理化を推進する必要がある。

（４）第５回・６回研修会 
１）開催日：令和３年12月３日（金）・12月17日（金）
２）講　師：本会議職員
３）演　題：「畜安法の概要と指定団体の役割」
４）目　的：

　生乳生産者団体から見た畜安法改正の経緯・現状・
課題、指定団体及び指定団体間の取組、需給安定に係
る仕組み等に係る歴史的経過や現状等に係る知識を習
得する。

５）要　点：
　指定団体は、条件の有利・不利に関係なく、域内全
ての酪農家の生乳を少しでも有利な条件で、安価な流
通コストで売り切るよう日々取り組んでいるが、今後
とも適切に機能を発揮していくためには、酪農家から
選択され続けることが必要であり、また、酪農家が生
乳受託販売契約を履行していくことが重要である。
　なお、コロナ禍が2年近く続く中、乳製品在庫は大
きく積み増し、とくに脱脂粉乳の在庫は過去最高水準
となっている。このような状況の下、国の参画も得て、
生処一体となって脱脂粉乳の在庫削減対策に取り組む
ことを大枠で合意している。今後は事業として実効性
を高めていくことが重要であり、とくに新規需要の創
出など継続的な需要拡大を業界全体で取り組むことが
課題である。

（５）第７回・８回研修会 
１）開催日：令和４年１月７日（金）・１月21日（金）
２）講　師：本会議職員
３）演　題：「食品の安全・安心を取り巻く情勢と酪農

乳業界の取り組み」
４）目　的：

　過去における食の安全・安心に係る事故等の事例や
その背景を踏まえた安全・安心に係る現在の法体系、
生乳生産者団体の取組（記帳・記録・保管、生乳流通
に係る取組等）と課題に関する知識を習得する。

５）要　点：
　これまでも、食中毒事件、BSEの発生、食品・農産
物の偽装表示、無登録の農薬や添加物の使用などに係
る事故・事件は繰り返し発生しており、食の安全・安
心に対する消費者の関心が高まっている。

　このため、生乳生産等の飼養・衛生に関する重点管
理基準の遵守、生産現場におけるチェックシートへの
取組や相互管理・地域指導体制の構築、改正食品衛生
法（ポジティブリスト制度）への対応など、生乳の安
全・安心の確保に係る取組みは一層重要となっている。

（６）第９回研修会 
１）開催日：令和４年２月４日（金）
２）講　師：本会議職員
３）演　題：「中央酪農会議の役割、持続可能な社会の

実現に向けた酪農乳業界の取組」
４）目　的：

　指定団体における機能強化等の取組を支援する中央
酪農会議の実施事業等を習得する。また、2030年の持
続可能な開発目標（SDGS）の達成に向けた世界の潮
流や酪農乳業界の取り組みに係る状況等を習得する。

５）要　点：
　本会議の事業実施に際しての基本的な考え方は、酪
農家が「誇り」、「やりがい」、「夢」を持てる酪農産業
の確立を目指し、また、コロナ禍の社会環境を踏まえ、

『生乳生産者が今後とも安心して生乳生産できる環境』
を実現することである。この基本的考え方に基づいて、
①指定団体の組織機能強化・流通対策、②生乳需給安
定化・生産基盤強化事業、　③酪農理解醸成の活動を
重点事業としている。
　2015年の国連サミットにおいて、2030年を目標とす
るSDGSが取り纏められた。「持続可能な開発」とは、
将来の世代が自らのニーズを追求する能力を保ちつ
つ、現在の世代のニーズを追求するような開発をいう。
　SDGSの取り纏めを受けて、世界各国では持続可能
な食料システムの構築に向けた取組を開始している。
具体的には、食料の安定供給と環境負荷軽減の両立を
目指し、目標数値を示した政策が各国で取り纏められ
ている。わが国は、「みどりの食料システム戦略」（2021
年５月）において、①低リスク農薬への転換、②輸入
原料、化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％
低減、③有機農業を全農地の25％へ拡大、④労働生産
性を30％向上という目標を掲げている。SDGs の考え
方の普及とともに、これら目標への取組の有無は、消
費者の商品購買時の選択条件、投資家の投資条件とし
て判断される時代になったと言える。

（７）第10回研修会 
１）開催日：令和４年２月18日（金）
２）講　師：本会議職員
３）演　題：「補助事業について」
４）目　的：

　補助事業に関する基礎的な知識や、酪農分野におけ
る補助事業を活用した取組に関する知識を習得する。

５）要　点：
　酪農関係の補助事業は、一般予算、農畜産業振興機
構（ALIC）事業、融資制度に分類されている。一般
予算は、国の予算（当初予算と補正予算）で措置され
た事業（畜産クラスター事業など）である。ALIC事
業は、国の予算で措置された事業のうち法律でALIC
が実施するとされる事業（酪農経営支援総合対策事業
など）であるが、財源が一般予算で措置されたもの以
外の原資で行われる事業（加工原料乳生産者補給金交
付など）もある。融資制度は、農家が施設整備などの
ために銀行などから資金を借りる際の制度（畜産経営
体質強化資金対策事業など）である。
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付けられた施設が稼働すると、酪農から排出される家畜
ふん尿を使用して年間5,000億Btu（約1,260億Kcal）以上
のR-CNGを製造する計画である。
　ポンデローサのベタード氏は、「R-CNG製造施設は、
炭素の排出削減に加えて、長期的で経済的な持続可能性
を意味する」と指摘している。さらにベタード氏は、「私
たちは従業員とその家族の生活を守り、飼育する牛の快
適性を高め、私たちの土地を保全し、私たちの地域コミュ
ニティと隣人達を守らなければならない。」、「毎日これ
らのことに努力し、継続的にそれらを行うことができれ
ば、酪農は持続可能になる。」と述べている。

２．シェルの長期構想
　石油メジャーのシェルは、米国における酪農固有の持
続可能性を認識して、数多くの再生可能燃料事業に関与
している。RNGプロジェクトは、シェルと酪農家が数
十年先における運輸と農業の両方からの炭素排出量を削
減するための貴重な資産で、バイオ燃料を製造すること
は共通の関心事項の一つである。
　シェルはまた、酪農家との共同事業を進める上で、動
物福祉の重要性を認識している。
　同社は、20年以上にわたり包括的な動物福祉プログラ
ムを実施しており、潜在的な動物福祉問題に学会や産業
界と協力して積極的に取り組んでいる。彼らの取組は、
乳牛も例外ではない。
　シェルとポンデローサの目標は、酪農とシェルの両方
が2050年の持続可能性目標を達成するという将来を見据
えたものである。そのために、RNGプロジェクトは現
在のための燃料を製造している。
　シェルのケイト・バラート部長は、「ハイプレイン
ズ・シェルダウンストリームギャロウェイは、現代の大
型車で実際に使用するためのカーボンネガティブ製品

（R-CNG）を製造する。しかし、これは未来の燃料では
なく、今のところ過渡期の燃料である。私たち全員にとっ
て、これが将来の持続可能性への道を拓くための一助で
あることを覚えておくことが重要だ。」と、さらに先を
見つめている。

①

炭素の排出量削減に向けて
石油メジャーと大規模酪農企業が提携1

　全米生乳生産者連盟（NMPF）は2021年12月、石油メジャーのロイヤル・ダッチ・シェルと大規模酪
農企業のハイ・プレインズ・ポンデローサが、「酪農と運輸の炭素排出量ネットゼロを目指す」革新的な共
同事業の一環として、米国カンザス州プレインズに家畜ふん尿から再生可能天然ガス（RNG：Renewable 
Natural Gas）を製造する施設を建設していることを発表した。

　わが国の国土は狭小、急峻で、欧米等と比べ家畜ふん
尿の経営内・地域内還元のための農地も少なく、一方で
化石燃料は輸入に過度に依存している。このような状況
の中、持続して畜産物を供給できる体制を確保していく
ため、ここで紹介する酪農と運輸のコラボレーションは
その課題解決の一方策と言えよう。
　石油メジャーであるロイヤル・ダッチ・シェル（以下、

「シェル」という。）のお馴染みの黄と赤の貝殻ロゴは、
その先に燃料と食料品の店がある目印で、高速道路沿い
の歓迎の合図となっている。カンザス州プレインズにあ
る大規模酪農企業ハイ・プレインズ・ポンデローサ（以
下、「ポンデローサ」という。）は、酪農と運輸における
炭素排出量の実質ゼロを目指す革新的共同事業のおかげ
で、シェルの貝殻ロゴが持続可能性と脱炭素化の合図に
もなっていると述べている。さらに、ポンデローサのゼ
ネラルマネージャーでCEO兼CFOのグレッグ・ベター
ド氏は、「酪農と運輸のビジネスを強化しながら、大気
中への炭素排出量削減に貢献することは喜ばしいこと
で、誰にとっても良いことである。」と述べている。

１．大規模酪農企業と石油メジャーの提携
　オランダに本社を置くシェルは一昨年、2050年までに
カーボンニュートラルにするという目標を発表した。そ
の取組の一環として、全米の酪農家との提携によって、
輸送用大型トラックの燃料となる炭素集約度（消費さ
れるエネルギーの単位当たり排出炭素重量）の低い再
生可能圧縮天然ガス（R-CNG：Renewable Compressed 
Natural Gas）を製造することが含まれている。
　シェルは2021年９月、オレゴン州において初めてのバ
イオメタン製造施設を稼働させ、最初の再生可能天然ガ
ス（RNG：Renewable Natural Gas）を製造した後、酪
農家と提携してRNG製造施設を建設するため、米国酪
農家協同組合（DFA）のメンバーであるポンデローサ
に白羽の矢を立てた。
　この酪農と連携したRNG製造施設は、とくに酪農へ
２つの可能性を提供する。つまり、酪農からの炭素排出
量を削減すると同時に、その収入源を多様化する。ハイ
プレインズ・シェルダウンストリームギャロウェイと名
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　酪農教育ファーム活動における安全・衛生・防疫対策
の観点から、安全に関しては危険区域の事前確認、アレ
ルギー体質の子どもへの配慮、熱中症対策、ケガについ
ての留意点、衛生に関しては感染症の基本対策の重要性
が強調された。とくに、感染症の基本対策について、ウ
シに感染して問題となる伝染病と、ヒトに感染して問題
となる伝染病とに分けて、詳細な解説がなされた。
　また、牧場来場者への啓発活動として重要な点として、
次の事項が指摘された。
①動物から感染する病気があることを説明する。
②過剰な触れあい（キスなど）を避け、手洗いを励行す

ることで動物に由来する感染症の多くは予防できるこ
とを説明する。

③効果的な手洗い法を説明する。
④動物エリアへの飲食物、おしゃぶり、ぬいぐるみ、お

もちゃ等の持ち込みは禁止する。
⑤エリア内では喫煙、化粧直しをしないこと、また小児

に指しゃぶりをさせないよう注意する。
⑥糞便に触れないよう注意する。
⑦幼児には必ず監督者が伴うようにする。
⑧動物に触れる際は爪を短く切るよう事前に周知する。
⑨これらの注意事項を分かりやすく示したものを入場口

に提示する。
⑩動物エリアからの退場時に手洗いをすること、並びに

手洗い場所へ誘導する標識を掲示する。
⑪来場者に注意事項を周知するため、教育を受けた担当

者を動物エリアに配置することが望ましい。
⑫施設内に飲食物販売店がある場合には、手洗い後に飲

食することを啓発する。

３．「ファシリテーターの役割」を学び合うワークショッ
プ

　NPO法人いぶり自然学校代表理事の上田 融氏を講師
に迎え、コロナ禍で「“子どもに体験させることができ
ない状況でどうするか”を考える事を通して、ファシリ
テーションの本質的な理解を促す」ことを目標として、
ワークショップ（酪農教育ファームファシリテーターの
役割）を行った。
　酪農教育ファームファシリテーターの役割とは、「来
場者が酪農体験を通して『食やしごと、いのちの大切さ』
に自ら気付き、それらを日常生活に活かしていけるよう
に手助けすること」であり、このことを本ワークショッ
プの参加者自ら気付くこと、そして自分自身が大切にし
たい活動の「あり方」を見つけることが大切である。

②

令和３年度酪農教育ファーム
認証研修会の概要2

　本会議と酪農教育ファーム推進委員会は２月25日と３月３日の両日、オンラインによる令和３年度酪農
教育ファーム認証研修会を開催した。当研修会は酪農教育ファーム活動を実践する「酪農教育ファームファ
シリテーター」の認証を目的としており、２回合計で43名が受講し、酪農教育ファーム活動の目的と意義、
酪農教育ファーム認証制度の仕組み、酪農教育ファーム活動における安全・衛生・防疫対策等を学ぶととも
に、酪農教育ファームファシリテーターの役割を学ぶワークショップを行った。

１．最近の酪農をめぐる情勢等の説明
　研修会の冒頭で本会議職員が、最近の酪農をめぐる情
勢等について説明した。
　その中で、生乳需給をめぐる情勢に関して、年末年始
における処理不可能乳の発生を回避するために本会議や
指定団体、農水省などが取り組んだ対策内容を紹介した。
　また、年度末にも再び生乳需給が緩和する懸念があり、
本会議としては当面、需給改善をテーマに理解醸成活動
を含めた取り組みを進めていくこと、消費拡大について
今後とも協力を願うことがあることを説明した。
　さらに、受講者のそれぞれが、今後はファシリテーター
として各地域において日本酪農や国産牛乳乳製品の魅力
を伝えて、酪農教育ファーム活動の目的『酪農を通して
食やしごと、いのちの学びを支援する』に取り組むこと
の重要性に言及した。

２．活動における安全・衛生・防疫対策の基準に関する
講演

（１）第１回研修会（２月25日開催、受講生25名）
　千葉県農業共済組合・西部家畜診療所技術主査の天野
はな氏による講演を実施した。
　令和２年４月に改正された家畜伝染病予防法の概要
と、同法に基づく飼養衛生管理基準の改正ポイントを説
明した上で、酪農教育ファームの活動を行う際、『来場
者』 と 『受け入れる牧場』 の双方における 「安全」 と「衛
生面」について、どのようなことを意識すればよいのか、
どのようなことを実践したらよいのか等について具体的
な解説がなされた。
　とくに、衛生管理区域の出入口の消毒設置などが重要
になっていることに触れ、「見学者に牧場を体験しても
らう場合、ここは来場者を入れて触ってもらう場所、こ
こかからは立ち入り禁止にするなど衛生管理区域の中で
もさらに細かく区域を分けることも検討してほしい」と
説明した。
　また、本会議と地域交流牧場全国連絡会が令和２年６
月に作成した「新型コロナウイルスを想定した消費者交
流活動に係る感染予防ガイドライン」も紹介し、牧場の
状況に即した具体的な感染予防対策の実施を行うととも
に、牧場が対策を実施していることを十分に説明して来
場者の協力を得ることも呼びかけた。

（２）第２回研修会（３月３日開催、受講生18名）
　酪農学園大学・獣医学群・獣医学類・獣医細菌学ユニッ
ト講師の村田 亮氏による講演を実施した。
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２．情勢報告「令和４年度の飼料生産関係予算について」
藤岡康恵（農林水産省畜産局飼料課飼料生産計画班
課長補佐）

　「みどりの食料システム戦略」等を背景とした、国産
飼料の生産・利用及び飼料の適切な調達の推進、有機畜
産の取組に関する令和４年度の飼料増産対策関連概算決
定予算の概要について報告した。
　酪農・肉用牛の生産基盤の強化のためには、経営コス
トの３～５割程度を占める飼料費の低減が不可欠であ
る。このため、水田や耕作放棄地の有効活用等による飼
料生産の増加、草地等の生産性向上、飼料生産組織の育
成・強化、食品残さ等未利用資源の利用拡大の推進等の
総合的な自給飼料増産対策により、輸入飼料に過度に依
存した畜産から国産飼料に立脚した畜産への転換を推進
する。また、持続的な畜産物生産のためにも、国産飼料
の生産・利用の拡大を進めることが重要である。
　このような状況を踏まえて、政策手法のグリーン化、
つまり補助・投融資・税・制度等の政策誘導の手法に環
境の観点を盛り込むことで、環境配慮の取組を促す。と
くに、わが国は自給飼料生産のための優良農地が不足し
ており、水田を活用した飼料作物の作付け拡大等の飼料
増産対策を実施する。同対策における活用可能な事業は
次の通りである。

（１）畜産生産力・生産体制強化対策事業のうち飼料増
産関連（９億円の内数）

・飼料生産組織の運営強化、機械導入
・子実用とうもろこし等の利用に向けた実証、技術指

導
・未利用水田や耕作放棄地等を活用した放牧の推進

（２）水田活用の直接支払交付金（3,050億円）
・食料自給率・自給力の向上に資する麦、大豆、飼料

用米等の戦略作物の本作化
・地域の特色をいかした魅力的な産地づくり、高収益

作物の導入・定着等を支援
（３）新市場開拓に向けた水田リノベーション事業（420

億円）
・水田における子実用とうもろこし等の生産を支援

（４）スマート畜産業の全国展開に向けた導入支援事業
（77億円の内数）

・作業受託を行う畜産支援サービス事業体がスマート
機械等を導入する取組を支援

（５）環境負荷軽減型持続的生産支援事業（70億円の内数）
・輸入飼料を削減し、水田を活用した青刈りとうもろ

こし等の生産を拡大する取組を支援
（６）畜産環境対策総合支援事業（18億円）
・環境負荷軽減に資するペレット堆肥等の生産・流通

③

放牧を中心とした持続可能な畜
産物生産に関する全国セミナー3

　（一社）日本草地畜産種子協会が2022年２月４日に開催した「放牧を中心とした持続可能な畜産物生産
に関する全国セミナー　－放牧型有機畜産の推進に向けて－」から、酪農を中心に環境負荷の低減に関する
話題を紹介する。

　2015年９月に開催された国連サミットにおいて、2030
年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標、い
わゆる「持続可能な開発目標」（SDGs）が採択されて以来、
市民レベルで持続可能性について考える機会が増えてい
る。酪農もその例外ではなく、産業として、あるいは人
の生き方という意味での「生業」として酪農が社会に存
在していくには、環境負荷の軽減に配慮し、自らも持続
可能な産業であることが大切な時代になりつつある。
　このSDGs（Sustainable Development Goals）が注目
される以前から、酪農は美しい農村景観を形成し、国土
保全や保健休養といった多面的な環境便益を社会に提供
してきたことが知られている。しかし、一方で、家畜排
せつ物の処理問題など、酪農が環境負荷を少なからず発
生させる産業であることも事実である。
　わが国では、「家畜排せつ物処理法」をはじめとする
法的な環境整備とともに、先般公表された「みどりの食
料システム戦略」等を背景として、酪農家の経営努力の
もとで自然環境を重視する取組が進められている。

１．基調講演「みどりの食料システム戦略と有機畜産の
展開について」

　　大山利男（立教大学経済学部経済政策学科　准教授）
　食の安全志向が高まる中で、有機畜産物の市場は国内
外ともに拡大傾向にある。しかし、有機畜産物について
は有機飼料の安定的な確保の困難性等から取組が進まな
い実態にある。そのため、「みどりの食料システム戦略」
等における有機畜産の位置付け、放牧型有機畜産を推進
するメリットや今後の方向性について解説した。
　農林水産省は、2021年３月に「みどりの食料システム
戦略」（案）を公表し、パブリックコメントを踏まえて
同年５月に決定した。同戦略では、持続可能な農業とし
て有機農業が重視されること、また2050年目標として農
地の25％を有機農地にすることが示された。有機農業の
飛躍的な拡大のためには、欧州地域のような土地利用型
の有機畜産の拡大が大きな鍵である。
　わが国の有機農地は現在、認証されていない有機農地
を含めて全農地の約0.5％と推定されている。有機農地
の割合は欧州地域と比べて桁違いに少ないが、大きな違
いは、わが国では有機的に管理されている草地が９％と
少ない点である。草地・放牧地等の土地利用と結びつい
た有機畜産が増加すれば、国内の有機農地面積は飛躍的
に増加する可能性がある。2030年における有機農地の占
める割合を25％にする目標を掲げている欧州地域では、
有機農産物の供給が需要の伸びに追いつけない状況にあ
ると言われている。



09Japan Dairy CouncilNo.598

TOPICS

促進のための理解醸成やコンサルタントによる改善
指導、必要な施設・機械の導入等を支援

（７）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（畜産
クラスター事業）（所要額617億円の内数）

・飼料増産に取り組む畜産クラスター協議会を優先的
に採択する飼料増産優先枠を設定

３．情報提供「養老牛山本牧場の取組　～ みどり時代
の関係性の構築 ～」

　　山本照二（株式会社養老牛山本牧場　代表取締役）
　（一社）日本草地畜産種子協会が実施している放牧畜
産基準認証制度における放牧畜産実践牧場の認証を2017
年に取得し、有機畜産に親和性の高い放牧型酪農を実践
している養老牛山本牧場（2021年、有機JAS認証事業者）
のさまざまな取組について紹介した。
　「放牧畜産基準」は、①放牧畜産基準、②放牧酪農牛
乳生産基準、③放牧酪農乳製品生産基準、④放牧牛乳生
産基準、⑤放牧乳製品生産基準、⑥放牧子牛生産基準、
⑦放牧肥育牛生産基準、⑧放牧牛肉生産基準の８基準か
ら構成されている（表参照）。
　このうち養老牛山本牧場が認証を取得している放牧畜
産基準は、放牧を広く普及推進するために、放牧を実践
する生産者が順守すべきガイドラインとして制定されて
いる。この基準を適用するのは酪農経営と肉用牛繁殖経
営で、当基準に従って放牧を実践する畜産経営は、所定
の認証手続きを経て放牧畜産実践牧場として表示するこ

とができる。
　近年、消費者の環境意識が高まる中、化石燃料を浪費
しないで食料を供給する「フードマイレージ」（なるべ
く身近でとれた食料を消費することによって食料輸送に
伴う環境負荷を低減させていこうという市民運動）の考
え方が広がりをみせている。現実的には、牛乳ほど「フー
ドマイレージ」の大きい食品は少ないと言われている。
外国産の穀物を大量に乳牛に給与していることや、牧草
など自給飼料の増産のための化学肥料も海外からの輸入
に依存していることが、その原因となっている。そんな
中、乳牛に大量の穀物を与える一方で、アフリカなど開
発途上国における食料不足問題が深刻化するといった、
地球規模での食料流通の歪みが指摘されている。
　これに対して、放牧を取り入れた当牧場の生乳生産方
式は、牧草地、シバ型草地、野草地等の地域の土地資源
を活用した、土―草―乳牛が結びついた資源循環型酪農
である。また、乳牛の健康保持やアニマルウェルフェア
の観点から、放牧は優れた飼養管理方式であるばかりで
なく、健康的に飼養された乳牛から低コストで良質な生
乳を産出することができる生産方式である。さらに、放
牧酪農は、耕作放棄地の活用等国土の有効利用、保水、
土壌流亡の防止等を通じた国土保全、大気浄化等による
環境保全、緑空間等の景観の提供等の機能を有するとと
もに、国民への「食育の場」の提供などの重要な役割を
果たしている。

表　放牧畜産基準の構成

放牧畜産
基準

放牧を広く普及推進するために、放牧を実践する生産者が順守すべきガイドラインとして制定する。この
基準を適用するのは酪農経営と肉用牛繁殖経営で、当基準に従って放牧を実践する畜産経営（牧場）は、
所定の認証手続きを経て「放牧畜産実践牧場」として表示することができる。なお、この基準が個々に規
定する内容は、 目的にそって必要最小限の順守事項を定めている。

放牧酪農
牛乳生産
基準

放牧畜産実践牧場（酪農経営）から供給される生乳を原材料として牛乳を製造し、「放牧酪農牛乳」とし
て表示し、販売しようとする場合に適用する。放牧酪農牛乳は、通常の牛乳と同様に、生乳の殺菌処理か
ら包装する段階まで、衛生管理、品質管理に関する法令をすべて順守し、すべての段階において分別管理
が求められる。

放牧酪農
乳製品生
産基準

放牧畜産実践牧場（酪農経営）から供給される生乳を原材料として乳製品を製造し、「放牧酪農チーズ」「放
牧酪農バター」「放牧酪農ヨーグルト」」「放牧酪農アイスクリーム」として表示し、販売しようとする場
合に適用する。なお、この基準では乳製品の範囲をチーズ、バター、ヨーグルト（はっ酵乳）、アイスクリー
ムに限定する。また、通常の乳製品と同様に、生乳の殺菌処理から加工、製造、包装する段階まで、衛生
管理、品質管理に関する法令をすべて順守し、すべての段階において分別管理が求められる。

放牧牛乳
生産基準

放牧畜産実践牧場（酪農経営）において、放牧期間中（ただし放牧を開始して10日後から放牧終了日まで）
の乳牛から生産される生乳を原材料として牛乳を製造し、「放牧牛乳」として表示し、販売しようとする
場合に適用する。放牧牛乳は、通常の牛乳と同様に、生乳の殺菌処理から包装する段階まで、衛生管理、
品質管理に関する法令をすべて順守し、すべての段階において分別管理が求められる。

放牧乳製
品生産基
準

放牧畜産実践牧場（酪農経営）において、放牧期間中（ただし放牧を開始して10日後から放牧終了日まで）
の乳牛から生産される生乳を原材料として乳製品（チーズ、バター、ヨーグルト（はっ酵乳）、アイスクリー
ム）を製造し、「放牧チーズ」「放牧バター」「放牧ヨーグルト」「放牧アイスクリーム」として表示し、販
売しようとする場合に適用する。　なお、通常の乳製品と同様に、生乳の殺菌処理から包装する段階まで、
衛生管理、品質管理に関する法令をすべて順守し、すべての段階において分別管理が求められる。

放牧子牛
生産基準

放牧畜産実践牧場で飼養されている母牛から生まれ、放牧をとり入れて育成された子牛を「放牧子牛」と
して表示し、販売しようとする場合に適用する。放牧子牛は、出荷時までに３か月以上放牧されている子
牛とする。

放牧肥育
牛生産基
準

放牧子牛を肥育し、「放牧肥育牛」として表示し、出荷しようとする場合に適用する。この基準では、肥
育段階においても可能な限り放牧することを努力目標とし、かつ粗飼料多給によって肥育することを必須
要件とする。なお、放牧子牛（肥育素牛）は、放牧畜産実践牧場から導入されるのが原則であるが、生産・
育成牧場が確認でき、放牧子牛生産基準に従って生産された子牛であることが証明できる場合に限り、放
牧畜産実践牧場以外からの導入を認める。

放牧牛肉
生産基準

放牧肥育牛を、と畜、処理、カット等を経て生産された牛肉を「放牧牛肉」として表示し、販売する場合
に適用する。衛生管理、品質管理に関する法令をすべて順守し、すべての段階において分別管理が求めら
れる。
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の改善策への支援事業を新規に実施することを原案と
している。現在の、生乳需給を鑑みた場合、早期に、
こうした取組を開始することが重要となっている。

２．令和４年度生乳需給安定化対策の概要
（１）生乳需給をめぐる情勢
　令和４年度の生乳生産量は全国で前年度見込比
100.8％、北海道で同102.0％、都府県で同99.2％と、全
国では引き続き前年を上回って推移する見込みとなっ
ている。一方、生乳需要は、新型コロナウイルスが発
生して２年が経過する中、業務用需要を中心に引き続
き低迷し、生乳需給の緩和傾向が継続している。
　令和４年度には、国の支援を受けつつ、生・処によ
る脱脂粉乳在庫量の削減スキームが予定されている
が、それでも脱脂粉乳の期末在庫量は109.9千ｔ（9.4カ
月分）に増加する見込みとなっており、バターについ
ても46.9千ｔ（7.0カ月）まで積み増すなど、生乳の需
給環境はさらに悪化することが懸念される。
　こうした需給環境下においても、季節的な需要期の
ひっ迫及び不需要期の緩和度合いが例年以上に拡大す
る見通しであるなか、市場への安定供給と受託生乳の
完全販売が求められる状況にある。さらに、飼料価格
をはじめ、生産資材価格の高騰等が酪農経営を圧迫し
ており、需給改善や経営改善の取組を進めることも急
務の課題となっている。

（２）生乳需給安定化対策の基本的な考え方
　令和４年度は、「３年間（令和３～５年度）は、前
年実績以上を目標数量として設定する」中期生乳需給
安定化対策（第４期・２年目）を実施し、生乳生産者
の計画的な生乳生産・経営安定に資することとする。

（３）令和４年度の生乳出荷目標数量
　令和４年度は、指定団体が、原則として新たな補給
金制度に基づき農林水産省に提出した年間販売計画数
量の総量を全国の出荷目標数量として設定する。
１）本会議は、生乳需給の安定に資するため、提出さ

れた各指定団体の年間販売計画生産数量について、
期中の需給動向等を踏まえた進捗管理、対応方策の
検討等を実務的に行う。

２）指定団体は、中長期的には今後とも「酪肉近」の
生産数量等を踏まえた基盤の維持・強化が必要であ
る一方、コロナ禍での需要の低迷、想定を超える水
準での生産拡大の状況等を踏まえた適切な水準の販

令和４年度の生乳需給安定化対策の決定

　本会議は３月２日、臨時会員総会及び理事会を開催
し、令和４年度の生乳需給安定化対策などを決定した。
酪農関係者の努力で向上した生乳生産力を損なわない
ため、令和３～５年度の３年間に亙り増産を維持する
という従来の考え方は堅持しつつ、適切な生乳需給安
定策を実施する。

１．本会議事業をめぐる情勢
　中家会長は、臨時会員総会の主催者挨拶において、
本会議の事業をめぐる情勢等について以下のように述
べた。
　酪農経営は、非常に厳しい状況が続いている。配合
飼料、粗飼料ともに高騰するなか、世界的に物流網が
混乱しており、輸入粗飼料が十分に手当て出来ない地
域が出て来ている。また、ウクライナでの緊迫した情
勢は、燃料や穀物をはじめとした物価上昇に拍車をか
けるとの見解も多く示されている。
　こうした状況のなか、生乳需給は緩和傾向が続いて
いる。年末年始には、処理不可能乳の発生が見込まれ
たことから、昨年11月22日に開催した理事会では、指
定団体が脱脂粉乳・バター等向け生乳の発生抑制や、
円滑な広域需給調整に取り組めるよう、本会議で環境
整備を図ることが決定された。その後、会員の生産者
団体をはじめ関係者の方々の懸命な尽力により、処理
不可能乳を出すことなく、無事、年を越すことができ
たことに御礼申し上げる。
　しかし、現在、新たなコロナウイルス変異株が急速
に拡大し、多数の地域で「まん延防止等重点措置」が
適用されている。また、北海道や日本海側では、大雪
をはじめとした悪天候も続いており、生乳需給は引き
続き緩和傾向にある。このため、年度末から５月連休
にかけては、生乳生産が増加して行く時期でもあり、
再び、処理不可能乳が発生する可能性がある。さらに、
来年度以降も、自然体では生乳需給の緩和傾向は継続
することが見込まれている。
　こうした状況下、酪農経営をめぐる諸課題に対応す
るためには、生乳需給の改善に取り組んで行くことが
重要となっている。ただし、過去に実施したような一
律的な減産は、生産基盤を毀損させる可能性が大きく、
制度的にも困難な状況にある。
　このため、令和４年度の事業計画においては、農林
水産省の支援を受けつつ、業界が実施する脱脂粉乳在
庫削減事業への生産者団体としての参加や、指定団体
での低能力牛選別奨励を通じた酪農経営及び生乳需給
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理を行う。
２）新型コロナウイルス感染症拡大に伴う、想定外の

急激な需給緩和時の生乳の完全販売（処理不可能乳
を発生させない）を実現するため、都府県における

「加工リスク平準化緊急対策」を一部改正し継続す
る。

３）なお、計画的な生乳販売を推進するため、「加工
リスク平準化緊急対策」の実施に際しては、平準化
対象数量が、提出された販売計画の当該月の数量の
一定水準を超えた生乳の場合、助成の対象外とする。

（７）円滑な需給調整を実現するための取り組み
１）指定団体は、全国連と連携し、生乳の円滑な広域

流通に資する。
２）本会議は、生乳の流通調整に係る会議等を適宜開

催し、需要期・不需要期の配乳調整、需給情報等に
係る情報交換・検討を行う。

３）指定団体は、域内の生乳生産実績を原則として旬
単位で把握し、本会議に報告するとともに、短期的
な生産予測の精度向上に努める。本会議は、指定団
体からの情報を集約するとともに、Ｊミルク等に必
要な情報を提供する。

４）本会議及び指定団体は、Ｊミルクと連携しつつ、
生乳や乳製品需給に係る短期的な需給動向及びその
変動要因について、極力詳細に情報を把握し、需給
調整上の課題と必要な対応方策についての酪農乳業
における情報の共有化を推進する。

５）本会議は、需給状況をふまえつつ、引き続き国に
対して必要な支援を求めていく。

（８）指導・調査・報告等
１）用途別販売実績数量等の報告

　指定団体は、各月旬別の生乳出荷実績数量に加え
て、月別の用途別販売実績数量及び出荷農家戸数、
会員別受託乳量、販売先ブロック別販売実績数量を
本会議に報告する。また、用途別販売実績数量を四
半期ごとに確定し、本会議に報告する。

２）生乳販売・流通に関する情報の報告
　指定団体及び全国連は、生乳の販売・流通に関す
る情報を、本会議の求めに応じて調査するとともに
報告する。

（９）生乳需要の維持・拡大のための理解醸成活動の
実施

　酪農家が、安定的・持続的に経営を続けて行くため
には、①適正な乳価と国産牛乳乳製品の消費量の維持

（安定的経営の実現）、②酪農及び国産の牛乳乳製品に
関して消費者から信頼され必要とされること（持続的
経営の実現）による、生乳需要の維持・拡大が必要で
ある。
　こうした取組は、中長期的に継続して実施していく
ことが必要であることから、生乳需要全体の維持・拡
大につなげることを目的とした「理解醸成活動（酪農・
国産牛乳乳製品理解促進広報事業）」を継続的に実施
する。

売計画を作成することとする。
３）現在の需給状況を踏まえ、生産者団体が自主的に

実施する生産刺激策は、休止することとする。

（４）出荷目標数量達成のための対応
１）指定団体は、酪農経営と需給状況を踏まえ、以下

により今後の対応に取り組むこととする。
①生産抑制対策

　北海道は、独自に設定した目標数量を達成する
よう、取り組む。

②低能力牛の選別奨励等を通じた経営改善・需給均
衡対策

ア　広域指定団体は、必要に応じて酪農経営の改善
に資するための低能力牛の選別奨励等（早期更新・
淘汰）に取り組むこととする。

イ　本会議は、指定団体からの希望に応じて、生処
が一体となって実施する「酪農乳業産業基盤強化
特別対策事業」の実施主体となり、当該指定団体
が推進する選別奨励等の経営改善対策等を支援す
る。

ウ　なお、令和４年春に処理不可能乳の発生が見込
まれている状況を踏まえ、本対策は３年度末より
前倒して実施する。

エ　また、本対策について、需要期の需給が例年以
上にひっ迫する見通しであることに留意し、需給
緩和期に計画的に実施するなどの対応を検討す
る。

２）広域指定団体は、需給及び酪農経営を巡る情勢を
踏まえ、中長期的な観点から生産基盤を維持するた
めの取組について、補助事業等を活用しつつ、県会
員と連携して推進する。

３）本会議は、適宜、実務責任者会議等において各地
域の対応の進捗状況について情報共有を図るほか、
補助事業の活用支援や優良事例・知見の収集・提供
等を行う。

（５）乳製品在庫の増加や季節的な需給変動等への業
界を挙げた対応

１）国の支援を受け、生・処で実施する脱脂粉乳在庫
量を削減する在庫対策スキームに参加し需給の改善
に取り組む。なお、参加に際しては、本会議で会員
指定団体分について一括参加することとする。

２）指定団体間の連携等による広域輸送等を通じた、
需要期も含めた飲用需要への生乳の安定供給体制の
実現等による需給安定化対策を行う。

３）季節による生乳需給のギャップが拡大する中、需
要期における生乳の安定供給が重要であることか
ら、指定団体は需要期の生産を推進するように努め
る。

４）補助事業の有効活用等も含めた理解醸成事業の効
果的な推進等により、需給改善に取り組む。

（６）新型コロナの影響に起因する需給緩和による処
理不可能乳の発生回避のための対応

１）生乳の完全販売を目指し、全国が連携した加工処
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SCHEDULE CALENDAR
中央酪農会議・関連団体スケジュール
指定団体スケジュール4月 Apr.

日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9
Ｊミルク：2022年度オンラ
イン事業説明会、14：00
農政ジャーナリストの会：
研究会、18：00、WEB
開催

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
実 務 責 任 者 会 議 、
13：30、WEB開催
日本酪農政治連盟：中
央委員会、自民党本
部701会議室、13：00

関東：販売担当者
会議、WEB開催、
13：30

関東：実務責任者
会議、WEB開催、
13：30

24 25 26 27 28 29 30

九 州：第１回 三 役
会、10：00。第１回
会員実務責任者会
議、11：00

九 州：第２回 三 役
会、9：30。第１回理
事会、11：00
関東：第301回理
事会、13：30
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5月 May.
日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
Ｊミルク：監事監査、
WEB開催

22 23 24 25 26 27 28
Ｊミルク：第１回理事
会、御茶ノ水ユニオン
ビル会議室、13：30

関東：第302回理
事会、13：30

九 州：第３回 三 役
会、10：00。第２回
会員実務責任者会
議、11：00

29 30 31 1 2 3 4

九 州：第４回 三 役
会、9：30。第２回理
事会、11：00。第１
回監事会、13：30
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DAIRY INFORMATION

酪農関係データ
令和３年度1月用途別販売実績（速報） 令和４年2月15日　一般社団法人 中央酪農会議

１）総受託乳量 ２）販売乳量（全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
1月 4-1月累計

指 定 団 体
1月 4-1月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北海道 352,442 103.8 3,456,426 103.1 北海道 352,442 103.8 3,456,426 103.1
青森 6,046 101.2 59,870 96.5
岩手 15,665 97.8 158,175 99.0
宮城 9,013 98.5 89,803 99.2
秋田 1,882 101.2 18,988 100.5
山形 4,306 105.6 40,513 100.6
福島 5,197 103.2 51,160 101.2

東北生乳販連 42,110 100.0 418,509 99.2 東北生乳販連 42,110 100.0 418,509 99.2
茨城 14,704 101.6 142,559 101.7
栃木 28,760 106.4 281,452 106.3
群馬 14,307 99.5 141,539 100.1
埼玉 3,798 96.7 38,172 99.7
千葉 16,405 103.9 161,059 103.5
東京 713 97.6 6,893 96.9

神奈川 2,344 93.8 23,456 96.0
山梨 1,172 99.0 11,662 102.1
静岡 6,907 102.0 67,685 101.7

関東生乳販連 89,110 102.7 874,478 102.9 関東生乳販連 89,110 102.7 874,478 102.9
新潟 3,252 98.5 31,968 97.4
富山 976 106.0 9,488 114.4
石川 1,480 101.2 14,780 99.9
福井 468 106.2 4,648 109.1

北陸酪連 6,176 100.8 60,884 101.2 北陸酪連 6,176 100.8 60,884 101.2
長野 7,327 101.7 72,602 101.4
岐阜 2,626 95.3 26,759 101.0
愛知 12,999 98.8 126,690 98.6
三重 4,494 110.2 43,973 110.7

東海酪連 27,445 100.9 270,025 101.4 東海酪連 27,445 100.9 270,025 101.4
滋賀 1,509 104.7 14,954 108.0
京都 1,533 97.3 15,338 99.7
大阪 790 103.5 7,520 103.3
兵庫 6,376 102.4 61,953 102.8
奈良 2,044 99.5 20,754 104.3

和歌山 348 100.1 3,572 107.2
近畿生乳販連 12,600 101.6 124,092 103.4 近畿生乳販連 12,600 101.6 124,092 103.4

鳥取 5,227 101.7 50,593 100.4
島根 6,413 102.7 63,491 104.0
岡山 8,323 99.8 81,067 98.6
広島 3,862 100.4 39,299 104.6
山口 1,186 98.7 11,518 98.6

中国生乳販連 25,012 101.0 245,968 101.3 中国生乳販連 25,012 101.0 245,968 101.3
徳島 2,194 98.5 21,480 99.7
香川 3,171 104.2 31,167 103.6
愛媛 2,123 99.5 20,345 97.8
高知 1,595 99.0 15,519 98.0

四国生乳販連 9,084 100.7 88,512 100.3 四国生乳販連 9,084 100.7 88,512 100.3
福岡 6,129 100.6 60,113 100.4
佐賀 1,158 98.7 11,450 99.1
長崎 3,010 100.3 28,765 98.7
熊本 22,348 102.3 217,642 103.1
大分 6,018 99.1 58,551 102.1
宮崎 6,095 99.9 58,769 99.5

鹿児島 6,624 96.5 62,268 97.5
九州生乳販連 51,382 100.5 497,558 101.2 九州生乳販連 51,382 100.5 497,558 101.2

都府県 262,918 101.3 2,580,026 101.5 都府県 262,918 101.3 2,580,026 101.5
合計 615,360 102.7 6,036,452 102.4 合計 615,360 102.7 6,036,452 102.4

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）中国は公共の乳量が含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３）飲用牛乳等向け ４）はっ酵乳等向け

指 定 団 体
1月 4-1月累計

指 定 団 体
1月 4-1月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 63,275 92.1 713,165 91.0 北 海 道 1,836 97.1 19,252 90.6
東北生乳販連 30,096 97.5 302,311 97.4 東北生乳販連 6,441 99.5 66,181 98.9
関東生乳販連 67,407 100.7 665,068 102.0 関東生乳販連 12,221 102.4 122,502 97.8
北 陸 酪 連 5,683 99.0 56,513 100.8 北 陸 酪 連 295 105.4 3,147 104.9
東 海 酪 連 21,690 98.9 216,664 101.5 東 海 酪 連 3,737 95.6 39,773 93.9
近畿生乳販連 11,656 100.8 115,570 103.0 近畿生乳販連 773 99.3 7,675 102.8
中国生乳販連 18,775 98.8 186,645 101.3 中国生乳販連 4,540 100.6 47,713 96.5
四国生乳販連 8,392 99.4 82,323 100.0 四国生乳販連 458 100.7 4,587 101.9
九州生乳販連 34,954 100.7 353,650 100.7 九州生乳販連 6,528 96.0 71,142 97.6
都 府 県 198,654 99.7 1,978,744 100.9 都 府 県 34,991 99.6 362,720 97.6
合 計 261,929 97.8 2,691,909 98.0 合 計 36,827 99.5 381,973 97.2

５）脱脂粉乳・バター等向け ６）液状乳製品向け（生クリーム等向け）

指 定 団 体
1月 4-1月累計

指 定 団 体
1月 4-1月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 149,536 106.1 1,320,982 108.6 北 海 道 101,661 108.9 1,045,418 105.2
東北生乳販連 4,912 115.3 43,172 114.2 東北生乳販連 521 128.9 5,447 99.9
関東生乳販連 8,350 122.7 75,471 124.7 関東生乳販連 1,036 95.4 10,473 92.6
北 陸 酪 連 164 251.5 896 115.4 北 陸 酪 連 27 84.4 269 93.7
東 海 酪 連 1,867 154.0 12,034 134.2 東 海 酪 連 78 84.5 777 90.9
近畿生乳販連 152 240.0 536 222.0 近畿生乳販連 18 1,548.8 299 691.6
中国生乳販連 1,259 139.3 8,236 131.9 中国生乳販連 410 124.0 3,081 117.2
四国生乳販連 114 1,801.7 604 125.7 四国生乳販連 120 107.4 923 99.5
九州生乳販連 7,559 103.0 48,031 109.1 九州生乳販連 2,247 102.7 23,789 104.2
都 府 県 24,378 118.0 188,980 118.8 都 府 県 4,457 105.0 45,057 101.6
合 計 173,914 107.6 1,509,961 109.7 合 計 106,118 108.7 1,090,476 105.0

７）チーズ向け ８）全乳哺育向け

指 定 団 体
1月 4-1月累計

指 定 団 体
1月 4-1月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 36,133 104.0 357,609 106.7 北 海 道 0 - 0 -
東北生乳販連 139 105.8 1,399 90.9 東北生乳販連 0 - 0 -
関東生乳販連 96 178.2 964 148.9 関東生乳販連 0 - 0 -
北 陸 酪 連 7 98.5 59 98.6 北 陸 酪 連 0 - 0 -
東 海 酪 連 73 129.9 777 110.5 東 海 酪 連 0 - 0 -
近畿生乳販連 1 68.5 12 93.2 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 28 97.4 293 95.3 中国生乳販連 0 - 0 -
四国生乳販連 0 - 76 123.0 四国生乳販連 0 - 0 -
九州生乳販連 94 99.9 946 104.7 九州生乳販連 0 - 0 -
都 府 県 439 117.5 4,525 106.9 都 府 県 0 - 0 -
合 計 36,571 104.2 362,134 106.7 合 計 0 - 0 -

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）北海道の液状乳製品向け(生ｸﾘｰﾑ等向け)には、その他向けが含まれています。
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令和３年度2月用途別販売実績（速報） 令和４年3月15日　一般社団法人 中央酪農会議

１）総受託乳量 ２）販売乳量（全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
2月 4-2月累計

指 定 団 体
2月 4-2月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北海道 320,916 103.5 3,777,342 103.2 北海道 320,916 103.5 3,777,342 103.2
青森 5,719 105.3 65,589 97.2
岩手 14,417 97.4 172,592 98.8
宮城 8,402 100.1 98,206 99.3
秋田 1,761 100.8 20,749 100.5
山形 3,895 102.9 44,408 100.8
福島 4,766 101.6 55,926 101.2

東北生乳販連 38,960 100.3 457,470 99.3 東北生乳販連 38,960 100.3 457,470 99.3
茨城 13,690 100.9 156,249 101.6
栃木 26,602 105.3 308,054 106.2
群馬 13,142 97.1 154,681 99.9
埼玉 3,482 93.6 41,654 99.2
千葉 15,081 101.9 176,140 103.4
東京 658 95.2 7,551 96.7

神奈川 2,165 92.8 25,621 95.7
山梨 1,070 100.0 12,733 101.9
静岡 6,383 99.5 74,068 101.6

関東生乳販連 82,273 101.1 956,751 102.8 関東生乳販連 82,273 101.1 956,751 102.8
新潟 2,975 97.5 34,944 97.4
富山 899 104.8 10,387 113.5
石川 1,377 101.6 16,157 100.0
福井 425 99.1 5,073 108.2

北陸酪連 5,677 99.7 66,561 101.1 北陸酪連 5,677 99.7 66,561 101.1
長野 6,626 100.0 79,228 101.3
岐阜 2,418 95.0 29,178 100.4
愛知 12,033 98.0 138,722 98.5
三重 4,139 102.3 48,112 109.9

東海酪連 25,215 98.9 295,240 101.2 東海酪連 25,215 98.9 295,240 101.2
滋賀 1,396 101.6 16,350 107.4
京都 1,444 95.2 16,782 99.3
大阪 741 103.3 8,261 103.3
兵庫 5,860 100.2 67,813 102.6
奈良 1,855 97.9 22,610 103.8

和歌山 321 89.1 3,893 105.4
近畿生乳販連 11,617 99.2 135,709 103.0 近畿生乳販連 11,617 99.2 135,709 103.0

鳥取 4,751 100.9 55,344 100.5
島根 5,913 100.8 69,404 103.7
岡山 7,773 99.5 88,840 98.6
広島 3,487 95.7 42,786 103.8
山口 1,109 97.0 12,627 98.5

中国生乳販連 23,032 99.4 269,000 101.1 中国生乳販連 23,032 99.4 269,000 101.1
徳島 2,036 97.6 23,516 99.5
香川 2,908 102.7 34,075 103.6
愛媛 1,966 98.8 22,312 97.9
高知 1,454 97.1 16,974 97.9

四国生乳販連 8,364 99.5 96,876 100.2 四国生乳販連 8,364 99.5 96,876 100.2
福岡 5,634 98.2 65,747 100.2
佐賀 1,093 99.8 12,543 99.2
長崎 2,742 95.7 31,507 98.4
熊本 20,735 100.5 238,377 102.9
大分 5,557 98.3 64,108 101.7
宮崎 5,634 98.7 64,403 99.4

鹿児島 6,212 95.3 68,479 97.3
九州生乳販連 47,607 98.7 545,166 100.9 九州生乳販連 47,607 98.7 545,166 100.9

都府県 242,745 99.9 2,822,771 101.4 都府県 242,745 99.9 2,822,771 101.4
合計 563,662 101.9 6,600,113 102.4 合計 563,662 101.9 6,600,113 102.4

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）中国は公共の乳量が含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３）飲用牛乳等向け ４）はっ酵乳等向け

指 定 団 体
2月 4-2月累計

指 定 団 体
2月 4-2月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 58,842 101.5 772,007 91.7 北 海 道 1,756 95.2 21,009 90.9
東北生乳販連 27,238 94.6 329,549 97.2 東北生乳販連 5,748 97.3 71,929 98.8
関東生乳販連 61,762 98.1 726,829 101.7 関東生乳販連 10,953 96.2 133,456 97.7
北 陸 酪 連 5,269 97.8 61,783 100.6 北 陸 酪 連 277 106.9 3,424 105.1
東 海 酪 連 20,294 96.9 236,958 101.1 東 海 酪 連 3,490 97.6 43,262 94.2
近畿生乳販連 10,882 99.3 126,452 102.6 近畿生乳販連 721 96.2 8,396 102.2
中国生乳販連 17,600 99.9 204,245 101.2 中国生乳販連 4,084 93.7 51,797 96.3
四国生乳販連 7,818 99.1 90,142 99.9 四国生乳販連 417 101.0 5,003 101.9
九州生乳販連 33,899 98.4 387,549 100.5 九州生乳販連 6,289 97.4 77,431 97.6
都 府 県 184,763 97.8 2,163,506 100.6 都 府 県 31,978 96.6 394,699 97.5
合 計 243,605 98.6 2,935,513 98.1 合 計 33,734 96.5 415,708 97.1

５）脱脂粉乳・バター等向け ６）液状乳製品向け（生クリーム等向け）

指 定 団 体
2月 4-2月累計

指 定 団 体
2月 4-2月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 135,148 107.5 1,456,129 108.5 北 海 道 92,139 101.6 1,137,557 104.9
東北生乳販連 5,456 150.4 48,628 117.4 東北生乳販連 408 98.6 5,854 99.8
関東生乳販連 8,468 142.8 83,939 126.3 関東生乳販連 1,009 93.5 11,482 92.7
北 陸 酪 連 102 531.2 997 125.4 北 陸 酪 連 23 97.1 292 94.0
東 海 酪 連 1,257 146.0 13,291 135.3 東 海 酪 連 81 103.4 858 92.0
近畿生乳販連 7 - 543 224.8 近畿生乳販連 6 217.9 305 661.6
中国生乳販連 980 112.4 9,217 129.5 中国生乳販連 343 115.0 3,424 117.0
四国生乳販連 33 - 638 132.7 四国生乳販連 88 92.6 1,011 98.9
九州生乳販連 5,448 103.3 53,479 108.5 九州生乳販連 1,878 97.1 25,667 103.6
都 府 県 21,752 131.2 210,731 120.0 都 府 県 3,837 97.7 48,894 101.3
合 計 156,899 110.3 1,666,861 109.8 合 計 95,976 101.5 1,186,451 104.7

７）チーズ向け ８）全乳哺育向け

指 定 団 体
2月 4-2月累計

指 定 団 体
2月 4-2月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 33,031 97.4 390,640 105.8 北 海 道 0 - 0 -
東北生乳販連 111 97.8 1,510 91.4 東北生乳販連 0 - 0 -
関東生乳販連 80 161.7 1,044 149.8 関東生乳販連 0 - 0 -
北 陸 酪 連 5 129.8 64 100.7 北 陸 酪 連 0 - 0 -
東 海 酪 連 93 221.2 870 116.8 東 海 酪 連 0 - 0 -
近畿生乳販連 1 75.2 12 92.0 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 25 89.7 317 94.8 中国生乳販連 0 - 0 -
四国生乳販連 7 200.1 83 127.2 四国生乳販連 0 - 0 -
九州生乳販連 94 100.4 1,041 104.3 九州生乳販連 0 - 0 -
都 府 県 416 124.2 4,941 108.2 都 府 県 0 - 0 -
合 計 33,447 97.6 395,581 105.9 合 計 0 - 0 -

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）北海道の液状乳製品向け(生ｸﾘｰﾑ等向け)には、その他向けが含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３．用途別販売実績の過去の推移

　⑴　実績数量 単位：千t

総受託乳量
①=②+⑨ 販売乳量計

②=⑦+⑧
全乳哺育向け

⑨飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+

⑤+⑥
チーズ向け

⑧

2年度 7,068.2 7,068.2 3,253.1 467.5 1,689.4 1,246.3 6,656.4 411.8 0.0
2.2 566.5 566.5 252.1 35.9 145.1 101.7 534.8 31.7 0.0

3 613.9 613.9 240.4 40.6 185.1 108.6 574.6 39.3 0.0
2.4 601.4 601.4 247.3 40.5 182.8 94.4 565.1 36.3 0.0

5 624.7 624.7 265.3 43.2 172.7 102.6 583.8 40.9 0.0
6 595.1 595.1 290.3 41.2 127.0 103.1 561.6 33.5 0.0
7 597.2 597.2 293.3 40.7 123.3 108.3 565.6 31.6 0.0
8 578.2 578.2 279.8 40.1 122.8 102.9 545.6 32.6 0.0
9 560.1 560.1 290.9 37.9 97.1 103.1 529.1 31.0 0.0

10 581.9 581.9 286.8 38.9 115.0 109.6 550.3 31.6 0.0
11 564.2 564.2 267.5 37.3 119.9 108.4 533.1 31.1 0.0
12 589.8 589.8 256.3 36.1 153.6 108.2 554.2 35.5 0.0
3.1 599.1 599.1 267.8 37.0 161.6 97.6 564.0 35.1 0.0

2 553.0 553.0 247.0 35.0 142.3 94.6 518.8 34.3 0.0
3 622.9 622.9 260.4 39.5 171.3 113.5 584.7 38.2 0.0

3.4 609.8 609.8 260.1 39.1 168.1 104.4 571.7 38.1 0.0
5 635.4 635.4 279.9 40.4 169.9 108.5 598.6 36.9 0.0
6 607.9 607.9 284.5 40.1 141.6 105.7 571.9 36.0 0.0
7 604.3 604.3 270.8 40.0 143.1 113.2 567.2 37.1 0.0
8 595.4 595.4 262.6 39.2 149.9 108.0 559.7 35.7 0.0
9 580.5 580.5 279.6 37.1 123.3 106.3 546.3 34.2 0.0

10 597.3 597.3 283.0 38.2 129.4 110.7 561.4 35.9 0.0
11 582.1 582.1 261.1 36.2 136.5 115.4 549.2 32.9 0.0
12 608.4 608.4 248.0 35.3 174.3 112.1 569.7 38.7 0.0
4.1 615.4 615.4 261.9 36.8 173.9 106.1 578.8 36.6 0.0

2 563.7 563.7 243.6 33.7 156.9 96.0 530.2 33.4 0.0

　⑵　前年同月比 単位：％

総受託乳量
①=②+⑨ 販売乳量計

②=⑦+⑧
全乳哺育向け

⑨飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+

⑤+⑥
チーズ向け

⑧

2年度 101.1 101.1 101.1 100.1 106.3 94.9 101.1 102.5 100.0
2.2 104.7 104.7 101.1 103.6 118.7 100.5 105.4 93.4 -

3 100.7 100.7 93.4 101.9 116.5 93.1 100.3 106.9 -
2.4 101.8 101.8 95.9 101.1 124.3 83.7 101.3 109.5 -

5 101.8 101.8 94.1 104.7 118.8 93.6 101.0 113.9 -
6 101.1 101.1 101.7 102.3 104.7 95.5 101.2 98.3 -
7 101.2 101.2 107.9 98.7 93.6 96.3 101.5 95.9 -
8 102.0 102.0 104.6 99.6 104.9 93.5 102.0 101.6 -
9 101.3 101.3 102.3 99.0 105.0 96.3 101.3 101.0 -

10 101.8 101.8 98.7 100.9 116.9 97.0 101.8 100.8 -
11 101.7 101.7 99.7 99.1 113.8 97.3 102.0 96.1 -
12 101.3 101.3 101.6 100.9 104.9 95.0 101.1 104.2 -
3.1 100.7 100.7 101.1 99.9 104.8 93.1 100.5 102.9 -

2 97.6 97.6 98.0 97.2 98.1 93.0 97.0 108.1 -
3 101.5 101.5 108.3 97.2 92.6 104.5 101.8 97.3 -

3.4 101.4 101.4 105.2 96.5 91.9 110.6 101.2 104.9 -
5 101.7 101.7 105.5 93.5 98.3 105.7 102.5 90.1 -
6 102.1 102.1 98.0 97.2 111.5 102.5 101.8 107.4 -
7 101.2 101.2 92.3 98.2 116.1 104.6 100.3 117.4 -
8 103.0 103.0 93.8 97.8 122.1 105.0 102.6 109.6 -
9 103.6 103.6 96.1 97.8 127.0 103.1 103.2 110.3 -

10 102.6 102.6 98.7 98.3 112.5 101.0 102.0 113.8 -
11 103.2 103.2 97.6 97.1 113.8 106.5 103.0 105.6 -
12 103.2 103.2 96.7 97.8 113.5 103.7 102.8 108.9 -
4.1 102.7 102.7 97.8 99.5 107.6 108.7 102.6 104.2 -

2 101.9 101.9 98.6 96.5 110.3 101.5 102.2 97.6 -

資料：中央酪農会議「用途別販売実績」
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資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」
　

注
：

１　
「

平
成

28
年

度
」

及
び

「
平

成
29

、
30

年
の

月
別

」
の

値
は

概
数

値
で

あ
る

。
　

　
　

２
　

平
成

29
年

１
月

か
ら

、
用

途
別

処
理

量
の

乳
製

品
向

け
の

「
ク

リ
ー

ム
等

向
け

」
を

「
ク

リ
ー

ム
向

け
」、

「
脱

脂
濃

縮
乳

向
け

」
及

び
「

濃
縮

乳
向

け
」

に
区

分
し

た
。

　
　

　
　

　
ま

た
、「

ク
リ

ー
ム

向
け

」
及

び
「

チ
ー

ズ
向

け
」

の
調

査
定

義
を

変
更

し
た

。
　

　
　

３
　「

チ
ー

ズ
向

け
」、

「
ク

リ
ー

ム
向

け
」、

「
脱

脂
濃

縮
乳

向
け

」
及

び
「

濃
縮

乳
向

け
」

に
つ

い
て

、
平

成
28

年
12

月
以

前
は

遡
及

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
前

年
（

同
月

、
同

期
）

比
を

計
算

不
能

と
し

た
。
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DAIRY INFORMATION
7

．
主

要
乳

製
品

生
産

量
の

動
向

単
位

：
㌧

、
千

kl
、

％

区
  分

バ
タ

－
脱

脂
粉

乳
ク

リ
－

ム
練

乳
類

全
粉

乳
チ

－
ズ

ホ
エ

イ
パ

ウ
ダ

ー
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

調
製

粉
乳

う
ち

直
消

用
ナチ

ュラ
ルチ

ーズ
う

ち
プロ

セス
チー

ズ
タ

ン
パ

ク
質

含
有

量
25

％
未

満

タン
パク

質含
有量

25
％

以
上

45
％

未
満

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比

令
和

2年
度

70
,9

44
10

8.
3

14
0,

43
2

10
7.

6
11

0,
43

7
95

.3
33

,4
93

89
.6

7,
89

3
76

.7
16

0,
53

5
10

2.
4

26
,2

57
10

5.
0

18
,7

20
97

.6
18

,6
85

97
.6

34
79

.1
13

0
89

.5
28

,4
02

10
3.

1

2．
2

6,
04

0
12

1.
9

11
,9

50
12

2.
9

9,
28

6
10

1.
8

3,
24

8
85

.5
1,

03
6

10
5.

9
12
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13

10
2.

8
1,

99
8
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5.

4
1,

48
2

90
.3
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47

7
90

.1
4

13
3.

3
10

10
5.

2
2,

42
8

10
6.

0

3
8,

00
0

12
4.

1
14

,5
88

11
4.

3
9,

36
8

91
.8

3,
38

4
86

.7
1,

30
3

12
2.

6
13

,9
00

10
3.

4
2,

12
7

10
0.

8
1,

93
6

10
1.

1
1,

93
2

10
0.

9
3
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86
.6
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54

1
11

0.
7
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 4
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47

2
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5

14
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18
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.1

1,
07
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資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」
　

注
：

１
　

平
成

29
年

１
月

か
ら

、「
ホ

エ
イ

パ
ウ

ダ
ー

」
を

追
加

し
た

。
ま

た
、「

ク
リ

ー
ム

」
の

調
査

定
義

を
変

更
し

た
。

　
　

　
２　

「
ホ

エ
イ

パ
ウ

ダ
ー

」
及

び
「

ク
リ

ー
ム

」
に

つ
い

て
、

平
成

28
年

12
月

以
前

は
遡

及
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
前

年
比

・
前

年
同

月
比

を
計

算
不

能
と

し
た

。
　

　
　

３
　

表
示

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

た
た

め
、

計
と

内
訳

が
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

　
　

　
４　

「
練

乳
類

」
に

つ
い

て
、「

脱
脂

加
糖

れ
ん

乳
」

の
数

値
が

修
正

作
業

中
の

た
め

「
空

白
」

と
し

て
い

ま
す

。
修

正
作

業
完

了
ま

で
し

ば
ら

く
お

待
ち

願
い

ま
す

。
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８
．

乳
製

品
需

給
の

動
向

　
⑴

　
脱

脂
粉

乳
単

位
：

千
ｔ

、
％

生
産

量
輸

入
売

渡
し

消
費

量
過

不
足

在
庫

量

民
間

在
庫

量
前

年
比

前
年

比
前

年
比

2年
度

14
0.

4 
10

7.
6 

1.
8 

13
7.

6 
10

7.
7 

4.
6 

80
.9

 
10

6.
0 

2.
2

12
.0

 
12

2.
9 

0.
6 

10
.6

 
96

.3
 

1.
9 

74
.8

 
11

6.
6 

3
14

.6
 

11
4.

3 
0.

9 
14

.0
 

96
.6

 
1.

5 
76

.3
 

11
6.

4 

2.
 4

14
.1

 
11

5.
5 

0.
7 

10
.6

 
10

5.
7 

4.
2 

80
.6

 
11

7.
9 

5
13

.7
 

11
8.

0 
0.

0 
8.

3 
87

.7
 

5.
4 

86
.0

 
12

1.
5 

6
10

.2
 

10
4.

6 
0.

4 
9.

9 
10

1.
7 

0.
7 

86
.7

 
12

1.
8 

7
9.

9 
94

.8
 

0.
1 

11
.5

 
98

.3
 

-1
.5

 
85

.3
 

11
8.

9 

8
9.

8 
10

7.
7 

0.
3 

10
.6

 
10

2.
7 

-0
.5

 
84

.8
 

12
0.

1 

9
8.

3 
10

5.
5 

0.
0 

11
.2

 
10

0.
6 

-2
.9

 
82

.0
 

12
0.

8 

10
10

.2
 

12
0.

2 
0.

0 
12

.0
 

11
6.

7 
-1

.8
 

80
.2

 
12

0.
9 

11
11

.0
 

11
9.

3 
0.

0 
10

.5
 

99
.5

 
0.

5 
80

.7
 

12
2.

5 

12
13

.7
 

10
7.

3 
0.

0 
12

.1
 

11
7.

2 
1.

6 
82

.3
 

11
8.

7 

3.
 1

13
.4

 
10

7.
1 

0.
0 

11
.4

 
11

8.
3 

2.
0 

84
.3

 
11

5.
6 

2
11

.6
 

97
.0

 
0.

0 
11

.1
 

10
3.

9 
0.

5 
84

.9
 

11
3.

4 

3
14

.5
 

99
.6

 
0.

2 
18

.5
 

13
1.

8 
-3

.7
 

80
.9

 
10

6.
0 

4
14

.2
 

10
0.

3 
0.

3 
11

.3
 

10
6.

4 
3.

2 
83

.8
 

10
4.

0 

5
14

.0
 

10
2.

4 
0.

2 
9.

8 
11

7.
9 

4.
4 

88
.1

 
10

2.
4 

6
12

.1
 

11
8.

6 
0.

0 
10

.6
 

10
7.

6 
1.

5 
89

.6
 

10
3.

3 

7
12

.3
 

12
4.

0 
0.

0 
13

.1
 

11
4.

0 
-0

.8
 

89
.5

 
10

4.
9 

8
12

.3
 

12
5.

1 
0.

0 
11

.2
 

10
5.

3 
1.

1 
90

.5
 

10
6.

8 

9
10

.5
 

12
7.

6 
0.

0 
11

.2
 

10
0.

7 
-0

.7
 

89
.9

 
10

9.
7 

10
11

.5
 

11
2.

3 
0.

0 
11

.5
 

95
.8

 
-0

.1
 

89
.9

 
11

2.
1 

11
12

.8
 

11
6.

1 
0.

0 
12

.4
 

11
7.

9 
0.

4 
90

.3
 

11
1.

9 

12
15

.7
 

11
4.

6 
0.

0 
11

.4
 

94
.1

 
4.

3 
94

.6
 

11
5.

0 

1
15

.0
 

11
1.

4 
0.

0 
10

.8
 

95
.0

 
4.

1 
98

.8
 

11
7.

1 

資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」、
（

独
）農

畜
産

業
振

興
機

構
調

べ
注

１
：

機
構

輸
入

量
は

、
検

収
受

け
入

れ
の

時
点

で
整

理
し

て
い

る
。

　
２

：
そ

の
他

の
輸

入
量

は
飼

料
用

、
沖

縄
用

、
学

給
用

、
航

空
機

用
（

本
邦

と
外

国
と

の
間

を
往

来
す

る
も

の
）

お
よ

び
見

本
市

販
売

用
の

輸
入

量
を

除
く

。
　

３
：

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

は
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

４
：

19
年

１
月

分
以

降
は

牛
乳

乳
製

品
統

計
（

調
査

対
象

が
拡

大
し

て
い

る
た

め
、

デ
ー

タ
の

連
続

性
に

注
意

さ
れ

た
い

）
。
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DAIRY INFORMATION
　

⑵
　

バ
タ

ー
の

需
給

動
向

単
位

：
千

ｔ
、

％

生
産

量
輸

入
売

渡
し

消
費

量
過

不
足

在
庫

量
参

考
（

品
目

別
バ

タ
ー

在
庫

量
）

民
間

在
庫

量
合

計
業

務
用

家
庭

用
前

年
比

前
年

比
前

年
比

バ
ラ

そ
の

他
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
2年

度
70

.9
 

10
8.

3 
13

.4
 

74
.7

 
91

.4
 

9.
5 

38
.9

 
13

4.
9 

36
.7

13
5.

5
22

.4
15

2.
0

12
.3

11
2.

4
2.

0
14

3.
7

2.
2

6.
0 

12
1.

9 
0.

8 
6.

1 
99

.9
 

0.
7 

26
.4

 
11

9.
8 

25
.0

11
9.

7
13

.9
11

0.
7

9.
7

14
1.

5
1.

5
95

.6

3
8.

0 
12

4.
1 

2.
4 

8.
1 

10
1.

9 
2.

4 
28

.8
 

12
7.

2 
27

.1
12

7.
0

14
.7

11
4.

9
11

.0
15

2.
7

1.
4

10
5.

3

2.
 4

8.
5 

13
9.

5 
1.

1 
6.

0 
94

.0
 

3.
6 

32
.4

 
13

1.
9 

30
.5

13
7.

1
16

.4
12

3.
9

12
.8

16
3.

6
1.

4
11

0.
9

5
7.

6 
12

6.
5 

1.
8 

5.
1 

76
.3

 
4.

3 
36

.7
 

14
5.

8 
34

.6
14

5.
1

19
.0

13
8.

2
14

.0
16

0.
1

1.
5

11
7.

0

6
5.

5 
10

9.
6 

1.
6 

5.
3 

83
.2

 
1.

8 
38

.6
 

14
8.

7 
36

.4
14

7.
5

20
.3

14
2.

2
14

.4
15

7.
7

1.
7

13
2.

9

7
5.

0 
92

.0
 

1.
6 

6.
3 

85
.1

 
0.

4 
39

.1
 

14
0.

8 
36

.9
13

9.
1

20
.3

13
3.

7
14

.4
14

5.
9

2.
2

14
9.

6

8
5.

1 
10

8.
6 

1.
4 

5.
7 

84
.4

 
0.

8 
39

.9
 

13
9.

2 
37

.8
13

7.
5

20
.5

13
1.

5
14

.7
14

3.
6

2.
6

15
5.

6

9
4.

0 
10

3.
6 

1.
0 

6.
3 

99
.1

 
-1

.3
 

38
.6

 
14

1.
6 

36
.7

14
0.

2
20

.3
13

7.
3

14
.0

14
3.

5
2.

4
14

6.
8

10
4.

7 
11

6.
9 

0.
7 

6.
1 

94
.4

 
-0

.7
 

38
.0

 
14

4.
5 

36
.1

14
3.

0
20

.1
14

3.
6

13
.6

14
1.

9
2.

5
14

4.
9

11
4.

7 
11

3.
9 

0.
8 

6.
9 

93
.6

 
-1

.4
 

36
.6

 
14

8.
7 

34
.9

14
7.

6
19

.4
14

7.
1

12
.9

14
8.

8
2.

5
14

5.
5

12
6.

0 
10

3.
7 

1.
0 

8.
6 

97
.1

 
-1

.6
 

35
.1

 
14

8.
8 

33
.4

14
7.

7
19

.3
14

3.
8

12
.3

15
4.

0
1.

8
15

0.
4

3.
 1

7.
1 

10
8.

4 
0.

9 
5.

1 
98

.2
 

2.
9 

38
.1

 
14

8.
2 

36
.2

14
8.

3
20

.8
15

0.
6

13
.1

14
8.

1
2.

2
13

0.
5

2
6.

0 
99

.3
 

0.
8 

6.
3 

10
3.

0 
0.

6 
38

.7
 

14
6.

3 
36

.7
14

6.
7

21
.9

15
7.

6
12

.7
13

1.
4

2.
1

14
4.

5

3
6.

9 
86

.5
 

0.
5 

7.
3 

89
.8

 
0.

2 
38

.9
 

13
4.

9 
36

.7
13

5.
5

22
.4

15
2.

0
12

.3
11

2.
4

2.
0

14
3.

7

4
7.

1 
83

.5
 

0.
8 

7.
5 

12
5.

7 
0.

4 
39

.3
 

12
1.

1 
37

.2
12

2.
0

23
.2

14
1.

5
12

.1
94

.1
2.

0
15

0.
5

5
7.

1 
93

.9
 

0.
7 

5.
4 

10
6.

0 
2.

4 
41

.7
 

11
3.

5 
39

.5
11

4.
3

24
.5

12
9.

0
12

.9
91

.7
2.

1
13

8.
7

6
5.

7 
10

4.
5 

1.
1 

6.
4 

12
1.

8 
0.

5 
42

.2
 

10
9.

4 
40

.1
11

0.
0

25
.2

12
4.

1
12

.9
89

.6
1.

9
11

3.
9

7
5.

6 
11

0.
6 

0.
4 

6.
2 

98
.9

 
-0

.2
 

42
.1

 
10

7.
7 

40
.0

10
8.

4
25

.2
12

3.
7

12
.6

87
.8

2.
2

10
2.

3

8
6.

0 
11

7.
7 

0.
5 

6.
2 

10
9.

0 
0.

3 
42

.4
 

10
6.

2 
40

.3
10

6.
7

25
.0

12
2.

0
12

.8
87

.2
2.

5
96

.0

9
4.

9 
12

3.
4 

0.
3 

6.
0 

95
.4

 
-0

.8
 

41
.7

 
10

8.
0 

39
.8

10
8.

5
24

.5
12

1.
1

12
.9

91
.8

2.
4

99
.1

10
5.

1 
11

0.
3 

0.
3 

6.
6 

10
8.

2 
-1

.1
 

40
.6

 
10

6.
9 

38
.8

10
7.

4
23

.9
11

9.
1

12
.4

91
.3

2.
5

10
0.

7

11
5.

2 
11

0.
2 

0.
8 

7.
9 

11
4.

9 
-2

.0
 

38
.6

 
10

5.
5 

37
.0

10
6.

0
23

.0
11

8.
5

11
.5

89
.2

2.
5

96
.6

12
6.

6 
11

0.
8 

1.
1 

9.
3 

10
7.

8 
-1

.5
 

37
.1

 
10

5.
8 

35
.6

10
6.

6
22

.6
11

7.
3

11
.1

90
.1

1.
8

10
4.

6

1
7.

2 
10

2.
3 

0.
7 

5.
8 

11
4.

7 
2.

2 
39

.3
 

10
3.

2 
37

.6
10

3.
9

23
.3

11
2.

1
12

.1
91

.9
2.

2
99

.1

注
１

：
機

構
輸

入
量

は
、

検
収

受
け

入
れ

の
時

点
で

整
理

し
て

い
る

。
　

２
：

そ
の

他
の

輸
入

量
は

飼
料

用
、

沖
縄

用
、

学
給

用
、

航
空

機
用

（
本

邦
と

外
国

と
の

間
を

往
来

す
る

も
の

）
　

　
　

お
よ

び
見

本
市

販
売

用
の

輸
入

量
を

除
く

。
　

３
：

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

は
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

４
：

推
定

期
末

在
庫

量
は

、
18

年
12

月
分

以
前

は
農

林
水

産
省

生
産

局
畜

産
部

牛
乳

乳
製

品
課

調
べ

。

注
１

：
国

内
乳

業
メ

ー
カ

ー
等

１
３

社
。

　
２

：
生

産
量

・
消

費
量

は
、

バ
ラ

バ
タ

ー
か

ら
ポ

ン
ド

・
シ

ー
ト

な
ど

に
改

装
し

た
数

量
を

含
む

。
　

３
：

輸
入

量
は

機
構

輸
入

分
の

み
で

、
数

量
に

つ
い

て
は

売
渡

し
及

び
検

収
月

で
計

上
し

て
い

る
。

　
４

：
消

費
量

は
、「

生
産

量
」

+「
輸

入
量

」
-「

在
庫

増
減

量
」

で
算

出
。

　
５

：
四

捨
五

入
の

関
係

で
端

数
は

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。

　
６

：
平

成
30

年
５

月
の

月
末

在
庫

量
の

う
ち

、
バ

ラ
と

ポ
ン

ド
・

シ
ー

ト
等

の
振

分
け

に
0.

3ト
ン

分
の

修
正

が
あ

っ
た

た
め

、
四

捨
五

入
の

関
係

で
ポ

ン
ド

・
シ

ー
ト

等
の

月
末

在
庫

量
が

1ト
ン

増
加

し
た

。
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９
．

主
要

乳
製

品
の

価
格

動
向

（
農

水
省

生
産

局
）

単
位

：
円

、
％

区
　

分
バ

タ
－

（
原

料
も

の
）

脱
脂

粉
乳

全
脂

加
糖

練
乳

脱
脂

加
糖

練
乳

全
粉

乳
価

格
（

1K
g）

前
年

比
価

格
（

25
K

g）
前

年
比

価
格

（
24

.5
K

g）
前

年
比

価
格

（
25

.5
K

g）
前

年
比

価
格

（
25

K
g）

前
年

比

令
和

2年
度

平
均

1,
40

7
10

1.
6

17
,6

98
99

.0
10

,4
57

10
0.

1
9,

63
2

10
0.

0
24

,3
74

99
.6

2.
2

1,
38

5
99

.2
17

,8
73

99
.5

10
,4

66
10

0.
0

9,
65

4
10

0.
9

24
,4

67
99

.3

3
1,

38
5

10
0.

3
17

,8
66

99
.7

10
,4

66
10

0.
0

9,
65

4
10

1.
1

24
,4

67
99

.6

4
1,

40
7

10
1.

6
17

,8
38

99
.8

10
,4

57
10

0.
5

9,
63

2
10

0.
7

24
,4

46
99

.9

5
1,

40
7

10
1.

6
17

,8
38

99
.8

10
,4

57
10

0.
5

9,
63

2
10

0.
7

24
,4

46
99

.9

6
1,

40
7

10
1.

6
17

,7
45

99
.3

10
,4

57
10

0.
5

9,
63

2
10

0.
7

24
,4

03
99

.7

7
1,

40
7

10
1.

6
17

,7
45

99
.3

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

8
1,

40
7

10
1.

6
17

,7
45

99
.3

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

9
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
62

98
.8

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

10
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
46

98
.7

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

11
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.6

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

12
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.6

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,3

08
99

.3

3.
 1

1,
40

7
10

1.
6

17
,6

31
98

.6
10

,4
57

99
.9

9,
63

2
99

.8
24

,2
89

99
.2

2
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.6

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,2

89
99

.3

3
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.7

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,2

89
99

.3

4
1,

39
8

99
.4

17
,6

20
98

.8
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.2

5
1,

39
0

98
.8

17
,5

98
98

.7
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.2

6
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.2
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

7
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.2
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

8
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.2
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

9
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.6
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

10
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.7
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

11
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.8
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

12
1,

38
6

98
.5

17
,5

93
99

.8
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

15
98

.8

4.
 1

1,
38

6
98

.5
17

,5
93

99
.8

10
,4

33
99

.8
9,

64
2

10
0.

1
24

,0
15

98
.9

資
料

：
農

林
水

産
省

「
乳

製
品

価
格

の
動

向
」

注
：

価
格

は
大

口
需

要
者

向
け

販
売

価
格

で
あ

る
。
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DAIRY INFORMATION
1

0
．

乳
製

品
の

輸
入

状
況

（
令

和
4

年
1

月
）

区
　

分
生

乳
換

算
率

令
和

4年
1月

単
月

C
IF

平
均

単
価

円
／

kｇ
 

下
段

前
年

令
和

4年
1月

累
計

C
IF

平
均

単
価

円
／

kｇ
 

下
段

前
年

輸
入

量
（

ト
ン

）
輸

入
金

額
（

千
円

）
生

乳
換

算
（

ト
ン

）
輸

入
量

（
ト

ン
）

輸
入

金
額

（
千

円
）

生
乳

換
算

（
ト

ン
）

前
月

比
（

％
）

前
年

比
（

％
）

前
年

比
（

％
）

脱
脂

粉
乳

（
学

乳
）

6.
5

0
0

0
―

―
―

0
0

0
―

―
―

―

脱
脂

粉
乳

（
飼

料
）

6.
5

1,
12

7
37

6,
06

3
7,

32
3

59
.1

10
3.

2
33

3.
8

1,
12

7
37

6,
06

3
7,

32
3

10
3.

2
33

3.
8

21
7.

4
21

7.
4

脱
脂

粉
乳

（
そ

の
他

）
6.

5
29

7
15

9,
80

7
1,

93
1

12
3.

9
33

.2
53

7.
9

29
7

15
9,

80
7

1,
93

1
33

.2
53

7.
9

28
6.

9
28

6.
9

全
脂

粉
乳

9.
1

14
0

74
,9

00
1,

27
1

71
.1

56
.1

53
6.

2
14

0
74

,9
00

1,
27

1
56

.1
53

6.
2

34
1.

1
34

1.
1

全
脂

無
糖

練
乳

3
20

1
11

5,
35

6
60

4
12

5.
3

10
2.

8
57

2.
8

20
1

11
5,

35
6

60
4

10
2.

8
57

2.
8

50
5.

0
50

5.
0

全
脂

加
糖

練
乳

2.
79

0
0

0
―

―
―

0
0

0
―

―
―

―

ホ
エ

イ
3.

4
4,

39
2

1,
21

4,
10

0 
14

,9
33

93
.8

11
8.

2
27

6.
4

4,
39

2
1,

21
4,

10
0

14
,9

33
11

8.
2

27
6.

4
21

4.
7

21
4.

7

バ
タ

ー
12

.3
4

94
6

61
8,

81
9 

11
,6

71
64

.2
76

.8
65

4.
3

94
6

61
8,

81
9

11
,6

71
76

.8
65

4.
3

49
1.

6
49

1.
6

ナ
チ

ュ
ラ

ル
チ

ー
ズ

12
.6

5
18

,8
68

10
,0

93
,4

90
23

8,
68

2
82

.5
88

.9
53

4.
9

18
,8

68
10

,0
93

,4
90

23
8,

68
2

88
.9

53
4.

9
44

6.
6

44
6.

6

プ
ロ

セ
ス

チ
ー

ズ
11

.2
9

78
3

49
6,

90
5

8,
84

5
92

.4
13

4.
4

63
4.

2
78

3
49

6,
90

5
8,

84
5

13
4.

4
63

4.
2

63
1.

2
63

1.
2

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
2.

5
56

9
25

5,
49

0
1,

42
2

11
0.

7
16

0.
6

44
9.

1
56

9
25

5,
49

0
1,

42
2

16
0.

6
44

9.
1

50
5.

8
50

5.
8

乳
  糖

3.
24

7,
37

1
1,

32
7,

50
6

23
,8

83
11

1.
4

10
8.

4
18

0.
1

7,
37

1
1,

32
7,

50
6

23
,8

83
10

8.
4

18
0.

1
17

1.
2

17
1.

2
コ

コ
ア

調
製

品
（

加
糖

の
も

の
）

8
18

8
16

3,
93

0
1,

50
1

12
9.

4
16

7.
4

87
3.

9
18

8
16

3,
93

0
1,

50
1

16
7.

4
87

3.
9

65
2.

4
65

2.
4

コ
コ

ア
調

製
品

（
無

糖
の

も
の

）
8

3,
63

9
1,

97
6,

78
4

29
,1

12
88

.9
98

.9
54

3.
2

3,
63

9
1,

97
6,

78
4

29
,1

12
98

.9
54

3.
2

41
2.

9
41

2.
9

調
製

食
用

脂
10

.5
4

1,
53

7
1,

01
9,

21
2

16
,2

05
12

7.
5

15
9.

2
66

2.
9

1,
53

7
1,

01
9,

21
2

16
,2

05
15

9.
2

66
2.

9
53

8.
2

53
8.

2
調

製
食

用
脂

（
低

乳
脂

肪
）

4.
52

22
0

11
0,

61
3

99
6

85
.4

12
0.

3
50

2.
2

22
0

11
0,

61
3

99
6

12
0.

3
50

2.
2

44
6.

0
44

6.
0

粉
乳

調
製

品
（

ベ
ー

カ
リ

ー
製

品
用

）
1.

62
27

4
10

4,
19

6
44

4
12

0.
6

12
3.

2
38

0.
1

27
4

10
4,

19
6

44
4

12
3.

2
38

0.
1

16
1.

5
16

1.
5

粉
乳

調
製

品
（

そ
の

他
）

1.
62

10
,9

78
2,

21
4,

71
7

17
,7

85
11

5.
8

10
3.

3
20

1.
7

10
,9

78
2,

21
4,

71
7

17
,7

85
10

3.
3

20
1.

7
15

3.
6

15
3.

6

カ
ゼ

イ
ン

3.
24

1,
54

2
2,

05
1,

20
5

4,
99

6
17

9.
9

16
6.

9
1,

33
0.

3
1,

54
2

2,
05

1,
20

5
4,

99
6

16
6.

9
1,

33
0.

3
92

2.
7

92
2.

7

合
　

  計
53

,0
73

22
,3

73
,0

93
38

1,
60

3
86

.7
94

.6
53

,0
73

22
,3

73
,0

93
38

1,
60

3
94

.6

作
成

：
一

般
社

団
法

人
中

央
酪

農
会

議
資

料
：「

日
本

貿
易

統
計

」
注

１
）

生
乳

換
算

率
は

、
調

製
食

用
脂

及
び

コ
コ

ア
調

製
品

の
成

分
が

一
様

で
な

い
こ

と
か

ら
、

本
会

議
が

推
定

し
、

固
定

化
し

て
使

用
し

て
い

る
。

注
２

）
対

前
年

比
は

、
生

乳
換

算
ベ

ー
ス

で
行

っ
て

い
る

。
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1
1

．
粗

飼
料

の
輸

入
状

況
（

令
和

4
年

1
月

）

区
　

分

令
和

4年
1月

単
月

C
IF

平
均

単
価

円
/k

g
中

段
前

月
下

段
前

年

令
和

4年
1月

累
計

C
IF

平
均

単
価

円
/k

g
中

段
前

年
同

期
輸

入
量

（
ト

ン
）

輸
入

金
額

（
千

円
）

輸
入

量
（

ト
ン

）
輸

入
金

額
（

千
円

）
前

月
比

（
％

）
前

年
比

（
％

）
前

年
比

（
％

）

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
ヘ

イ
・

キ
ュ

ー
ブ

（
12

14
.9

0-
01

0）

8,
23

2
79

.1
 

98
.4

 
40

4,
31

7
49

.1
 

8,
23

2
98

.4
 

40
4,

31
7

49
.1

 

93
.6

 
38

.1
 

38
.1

 

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
ヘ

イ
・

ペ
レ

ッ
ト

（
12

14
.1

0-
00

0）

5,
94

1
98

.9
 

95
.3

 
25

7,
46

7
43

.3
 

5,
94

1
95

.3
 

25
7,

46
7

43
.3

 

40
.6

 
35

.4
 

35
.4

 

ビ
ー

ト
パ

ル
プ

・
ペ

レ
ッ

ト
（

23
03

.2
0-

00
0）

10
,5

90
37

.5
 

11
7.

7 
43

5,
35

6
41

.1
 

10
,5

90
11

7.
7 

43
5,

35
6

41
.1

 

40
.4

 
35

.1
 

35
.1

 

稲
わ

ら
（

12
13

.0
0-

00
0）

35
,3

70
12

0.
8 

14
8.

2 
1,

74
2,

32
3

49
.3

 
35

,3
70

14
8.

2 
1,

74
2,

32
3

49
.3

 

44
.1

 
31

.5
 

31
.5

 

そ
の

他
牧

草
（

12
14

.9
0-

09
0）

18
3,

94
1

12
6.

1 
13

6.
6 

8,
56

1,
60

1
46

.5
 

18
3,

94
1

13
6.

6 
8,

56
1,

60
1

46
.5

 

45
.4

 
37

.0
 

37
.0

 

ふ
す

ま
（

23
02

.3
0-

00
0）

11
,6

05
97

.6
 

―
44

8,
49

1
38

.6
 

11
,6

05
―

44
8,

49
1

38
.6

 

37
.3

 
―

―

綿
実

（
12

07
.2

0-
00

0）

0
―

―
0

―
0

―
0

―

―
―

―

資
料

：
日

本
貿

易
統

計
注

）
前

月
比

と
前

年
比

は
数

量
ベ

ー
ス

で
あ

る
。
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DAIRY INFORMATION
1

2
．

家
計

消
費

の
動

向
（

全
国

・
１

人
当

た
り

）

暦
年

・
月

牛
　

乳
ヨ

－
グ

ル
ト

粉
ミ

ル
ク

バ
タ

－
チ

－
ズ

金
額

（
円

）
数

量
（

20
0c

c,
本

）
金

額
（

円
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

2年
度

5,
37

0
10

3.
6

13
2.

4
10

3.
7

4,
75

3
10

5.
5

21
1.

7
78

.3
-

-
48

0.
0

12
1.

5
22

2.
9

12
0.

0
2,

33
8.

0
11

2.
7

1,
39

1.
6

11
3.

2

２
．

11
42

2
10

5.
6

10
.3

10
6.

9
36

8.
4

10
2.

9
17

.0
62

.9
-

-
37

.8
11

1.
8

17
.3

10
4.

8
18

8.
1

10
8.

3
11

2.
2

11
1.

9

12
43

3
10

1.
9

10
.6

10
0.

2
37

8.
0

10
2.

9
20

.7
97

.2
-

-
46

.8
12

8.
2

21
.7

12
5.

9
22

3.
4

10
8.

8
12

8.
5

10
8.

7

3.
 1

41
0

10
4.

8
9.

9
10

5.
0

38
2.

0
10

3.
3

20
.4

92
.9

-
-

39
.1

12
8.

6
18

.0
12

7.
0

18
6.

4
11

6.
6

11
6.

3
12

9.
0

2
39

4
99

.1
10

.0
10

3.
5

37
6.

5
97

.1
23

.5
95

.2
-

-
40

.8
99

.8
18

.4
98

.8
18

0.
3

10
9.

1
10

4.
8

10
3.

4

3
42

2
93

.4
10

.3
92

.6
42

6.
2

10
2.

6
22

.8
11

4.
3

-
-

41
.2

93
.7

19
.7

95
.7

19
2.

5
98

.6
11

8.
7

94
.0

4
41

2
89

.3
10

.1
85

.4
40

9.
6

96
.4

24
.2

13
2.

8
-

-
40

.3
83

.9
19

.8
88

.8
19

0.
4

88
.6

11
5.

4
91

.8

5
43

3
87

.1
10

.5
85

.9
41

6.
0

96
.7

24
.9

15
6.

9
-

-
41

.0
89

.1
19

.5
91

.4
20

2.
0

91
.0

11
7.

7
90

.3

6
42

8
91

.9
10

.7
93

.4
40

6.
8

10
0.

7
17

.7
11

1.
4

-
-

35
.2

91
.0

17
.4

95
.1

18
7.

0
10

2.
4

11
1.

6
10

3.
5

7
44

8
95

.7
11

.2
95

.7
39

5.
9

99
.8

14
.7

10
3.

1
-

-
34

.5
94

.2
17

.1
10

0.
7

18
5.

3
98

.3
11

2.
6

99
.8

8
46

7
94

.9
11

.4
94

.6
39

7.
6

98
.2

19
.5

12
7.

5
-

-
37

.2
11

3.
1

17
.7

11
9.

0
19

5.
6

10
5.

7
11

9.
1

11
1.

2

9
43

8
94

.8
10

.9
97

.5
38

7.
7

99
.9

18
.8

13
1.

8
-

-
38

.6
11

8.
5

17
.4

11
4.

1
19

2.
8

10
4.

4
12

0.
8

10
8.

0

10
43

9
99

.2
11

.1
10

3.
5

38
9.

1
10

4.
4

13
.7

10
0.

3
-

-
37

.5
94

.3
16

.0
85

.7
18

5.
0

97
.6

11
1.

3
96

.5

11
39

9
94

.5
10

.1
98

.4
35

5.
3

96
.4

23
.9

14
0.

5
-

-
36

.9
97

.6
17

.1
98

.4
17

9.
9

95
.6

10
9.

9
97

.9

12
41

3
95

.5
10

.2
95

.7
36

9.
9

97
.9

17
.5

84
.5

-
-

42
.5

90
.8

19
.9

91
.6

21
8.

5
97

.8
13

2.
9

10
3.

4

4.
 1

40
3

98
.3

10
.1

10
1.

7
35

9.
2

94
.1

23
.6

11
5.

8
-

-
36

.3
92

.8
17

.1
95

.0
17

7.
4

95
.2

10
8.

9
93

.6

参
　

考

暦
年

・
月

牛
　

肉
米

（
う

る
ち

米
）

生
　

鮮
　

野
　

菜
マ

ー
ガ

リ
ン

消
費

支
出

食
料

費

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

kg
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

金
額

（
円

）
数

量
（

ｇ
）

総
額

（
円

）
金

額
（

円
）

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

前
年

比
％

2年
度

8,
10

6
11

2.
2

2,
45

1
11

0.
4

7,
96

3
10

0.
2

21
.7

10
2.

5
25

,7
93

11
2.

1
59

,6
18

10
5.

7
22

9.
3

10
1.

2
30

8.
4

10
1.

7
1,

12
4,

40
0

95
.3

32
4,

77
0

99
.3

２
．

11
62

4
11

2.
1

19
1

10
1.

0
62

8
94

.6
1.

79
97

.5
1,

96
5

10
7.

6
5,

23
5

11
2.

0
18

.7
10

0.
7

24
.8

94
.2

94
,8

02
10

0.
7

27
,1

36
10

2.
2

12
1,

04
7

10
3.

4
26

6
10

6.
6

69
2

10
0.

3
1.

86
10

2.
8

2,
12

1
10

4.
0

5,
49

6
11

0.
7

19
.3

11
2.

1
25

.8
11

0.
5

10
6,

78
2

98
.3

33
,6

45
99

.5

3.
 1

65
3

11
3.

4
19

8
11

5.
8

50
4

10
6.

5
1.

33
11

2.
1

1,
96

7
11

4.
1

4,
76

6
10

9.
3

18
.4

12
0.

8
22

.1
12

1.
2

91
,0

75
93

.9
25

,2
55

98
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編 集 後 記 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　新型コロナウイルス（COVID-19）の感染が世界中に拡大して
から２年が過ぎました。その過程では多くの人々の健康が損なわ
れ、米国ジョンズ・ホプキンス大学の集計によると、死亡者は世
界で600万人に達し、日常生活は大混乱に陥ることとなりました。
　また、感染者の発生によって様々な業種で工場が操業できなく
なるなど、世界規模で経済は変調をきたしました。感染制圧のた
めに行われた活動制限は、特に外食産業や観光業に大きな打撃を
与え、そのことは農業や関連する食料産業を巻き込むこととなり
ました。わが国の酪農乳業も例外ではありません。
　幸いにして、わが国の食料・農業・農村は、想像以上の頑強性
を有していて、国民の食生活は大きく揺らぐことはありませんで
したが、生産現場は引き続き混乱の中にあります。一日も早く平
常に復することを願っています。




